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開催概要
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開催概要

趣 旨

ー

開催日

会 場

主 催

後 援

参加者

地震 含 大 災害 多発 時代 迎 、

月 東日本大震災 発生 、未曾有 被害 見舞

、 広域性 規模 観点 、復旧・復興 、

新 ー 取 組 求 。

状況下 、当機構 、政府、自治体、地域、

企業 進 防災・減災対策 手引 、 教科書

「災害対策全書」 制作 取 組 、 、発刊 運

。

、東日本大震災 含 大規模災害 提起 課題

理解 深 、今後 発生 予想 ー ー広域災

害 ー ー都市災害等 対応 危機管理等 、「災害対

策全書」 知見 活用 交 考 。

ー ー広域災害・ ー ー都市災害 危機管理

平成 年 月 日（金） ： ～ ：

神戸 ー 本館Ｂ 「偕楽」

（公財） 震災記念 世紀研究機構

朝日新聞社・神戸新聞社・ＮＨＫ神戸放送局

約 名

を む きな が する を えるといわれるなか

この に が し の に われました

が その と の から にあたっては これ

までにない しいアプロ チで り むことが められています

このような において では

が める の きとして また としての

の に り み このたび の びとなり

ました

そこで を む で された につい

て を めるとともに も が されるス パ

やス パ への と について

の や を えながら えていきます

ス パ ス パ と

ポ トピアホテル

ひょうご

３

７ ８

１

テ マ

23 13 30 17 00

21

400



プログラム

3

プログラム

13 30

13 40

14 45

15 00

17 00

： 主催者挨拶

： 基調講演

： 休 憩

：

ー ー ー

： 閉 会

貝原 俊民 （公財） 震災記念 世紀研究機構理事長

「東日本大震災 経験 東海・東南海・南海地震 迎
～多 新 課題～」
河田 惠昭 （公財） 震災記念 世紀研究機構副

理事長兼人 防災未来 ー長
関西大学社会安全学部長
東日本大震災復興構想会議委員

五百旗頭 真 （公財） 震災記念 世紀研究機
構副理事長兼研究調査本部長
東日本大震災復興構想会議議長
防衛大学校長

河 田 惠 昭 （公財） 震災記念 世紀研究機
構副理事長兼人 防災未来 ー長
関西大学社会安全学部長
東日本大震災復興構想会議委員

志 方 俊 之 帝京大学法学部教授
元陸上自衛隊北部方面総監

室 益 輝 人 防災未来 ー上級研究員
関西学院大学総合政策学部教授
関西学院大学災害復興制度研究所所長

林 敏 彦 （公財） 震災記念 世紀研究機
構研究調査本部研究統括
同志社大学大学院総合政策科学研究科教授

ひょうご

を して を える
くの しい

ひょうご
と センタ

ひょうご

ひょうご
と センタ

と センタ

ひょうご

21

21

21

21

21

パネルディスカッション
パネリスト

コ ディネ タ
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講師等 ープロフィ ル

■講師・ 河田 惠昭

略 歴

■ 五百旗頭 真

略 歴

パネリスト

パネリスト

（ ）

（公財） 震災記念 世紀研究機構副理事長兼人 防災未

来 ー長

関西大学社会安全学部長

東日本大震災復興構想会議委員

年生 。京都大学大学院工学研究科博士課程修了。工

学博士。京都大学防災研究所助教授、教授、巨大災害研究

ー長 経 現職。関西大学理事・社会安全学研究科長、京都

大学名誉教授。主 著書 「津波災害」（ 岩波新書）、「

防災・減災 本」（ 岩波 新書）、

「 ー ー都市災害 生 残 」（ 新潮社）、「 歳

被災者学 阪神・淡路大震災 学 知恵」（ ＮＨＫ

出版、共著）、「防災学 」（ 朝倉書店、共著）

。

（ ）

（公財） 震災記念 世紀研究機構副理事長兼研究調査本部長

東日本大震災復興構想会議議長

防衛大学校長

年生 。京都大学法学部卒業、同大学院法学研究科修

士課程修了。広島大学政治経済学部助手・助教授、神戸大学法

学部教授 経 、 ー ー 大学、 ・ ー ・ ・

客員研究員、日本政治学会理事長 歴任 、

年 現職。編著書 「戦後日本外交史」（ 有斐閣）、

「日米戦争 戦後日本」（ 講談社）、「米国 日本占領政策」

（ 中央公論新社） 。

かわた よしあき

ひょうご と

センタ

まれ

セン

タ を て

な は こ

れからの がわかる ジュニア

ス パ から き る から

の に ぶ の

ハンドブック

など

いおきべ まこと

ひょうご

まれ

を て ハ バ ド ロンドン スク ル オブ

エコノミクス などを し

より に

と の

など
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講師等 ープロフィ ル

■ 志方 俊之

略 歴

■ 室 益輝

略 歴

パネリスト

パネリスト

（ ）

帝京大学法学部教授

元陸上自衛隊北部方面総監

年生 。防衛大学校（第 期生）、京都大学工学研究

科博士課程修了。米国陸軍工兵学校幹部上級課程卒、米陸軍戦

略大学国際研究員、在米日本大使館防衛担当参事官、陸上幕僚

監部人事部長、第 師団長、防衛大学校幹事、北部方面総監

（札幌） 経 年 月 退官。現在 帝京大学法学部教授、

東京都災害対策担当参与。主 著書 「無防備列島」（ 海

竜社）、「日本 生 残 」（ ＰＨＰ研究

所） 。

（ ）

人 防災未来 ー上級研究員

関西学院大学総合政策学部教授

関西学院大学災害復興制度研究所所長

年生 。京都大学工学部卒業、同大学院修士課程修了、

工学博士（京都大学）。神戸大学工学部教授、（独）消防研究所

理事長、総務省消防庁消防大学校消防研究 ー所長等 経

現職。専門 都市減災戦略、防火避難計画、防犯環境設計。

主 著書 「防災対策 危機管理」（ ）、「災害

時 ー 」（荘道社 ） 。

しかた としゆき

まれ

を て に は

な は

はこのままでは き れない

など

むろさき よしてる

と センタ

まれ

センタ を

て は

な は と ぎょうせい

のヘルスプロモ ション など

1936

1992

2006

2007

1944

2005

,2007

２

２

３

�
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講師等 ープロフィ ル

■ ー ー ー 林 敏彦

略 歴

コ ディネ タ （ ）

（公財） 震災記念 世紀研究機構研究調査本部研究統括

同志社大学大学院総合政策科学研究科教授

年生 。京都大学経済学部卒業、大阪大学大学院経済

学研究科修士課程修了、 ー 大学経済博士課程修了

（ ）。大阪大学経済学部教授、同大学院国際公共政策研

究科教授、 ー 日本 ー理事長、放送大学教授

経 現職。専門 応用 経済学、公共政策、情報経

済学 。主 著書 「世界 中 日本」（ 放送大学教育

振興会）、「経済政策」（ 放送大学教育振興会）、「

」（ 放送大学教育振興会） 。

はやし としひこ

ひょうご

まれ

スタンフォ ド

スタンフォ ド センタ

などを て は ミクロ

など な は の の

など
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主催者挨拶

貝原 俊民

公益財団法人 震災記念 世紀研究機構理事長ひょうご 21

主催者挨拶

7

本日 世紀文明 開催 、井戸敏三兵庫県知

事、自治体関係 皆様、 兵庫県議会 議会 先

生方 多数 来賓 出席 上 、 多

皆様 迎 、主催者 心 感

謝申 上 。

日 東日本大震災 月 経過 。犠牲

方々、行方不明 方々 人 越 大

災害 、亡 方々 冥福 心 祈 申

上 、今、懸命 復旧・復興 被

災者、 関係 皆様 努力 心 敬意 表 次第 。

私 年前 阪神・淡路大震災 経験 。 中 痛

感 、都市 、居住空間

極 人工的 、大災害 壊 、

自分 命 自分 守 。

・ 大震災 特徴 、広域災害 挙 。

広域災害 、私 経験 都市災害以上 、自分 命

自分 助 、他 支援 非常 難

の シンポジウム にあたり

の そして をはじめとする の

に ご としてご いただいた に このように くの

をお えすることができましたことを として から

し げます

あと で から カ が します になられ

た になっていらっしゃる が を える

になりましたが くなられた のご を よりお り

し げますとともに に にあたっておられる

そして の のご に から を する です

どもは に を しました その で

したことは はライフラインをはじめ などすべて

が めて なものであり で れてしまったときには

の は で らなければならないということでした

の の の つとして が げられます

においては どもが した に の

は で けなければ から してもらうことは に しい

21

22,000

16

11

３ ４

３ １



主催者挨拶

8

ことをまざまざと させられました

このことから えても の を で るためには

ひとりがいろいろな をしておかなければなりません ところ

が したところ が には の について

にまとめた がないことに づき をま

とめたいと して りました

は にわたり まとめるのは な でした が

の の で されている

など の に をお いし この に を

していましたが が したため この も

り むため をやり し このたびようやく できた です

もいろいろな が される で どものささやかな

が でも くの の を うことになればと っております

また の に たった メンバ のほと

んどが にいろいろな で な を たしてお

られます そこで の を に の の

テ マである と についてのシンポジウムを す

ることとなりました どもの をお み りいただき どうぞ

までご いただきますよう よりお い し げ の

ご とさせていただきます ありがとうございました

認識 。

考 、自分 命 自分 守 、国民

人 学習 。

見回 、我 国 、災害対策 実践的手法 総

合的 手引書 気 、『災害対策全書』

努力 参 。

災害対策 多岐 、 大変 作業 。我

国 災害防災関連分野 第一線 活躍 研究者、専門家、

実務家 名以上 皆様 執筆 願 、 月 発行

予定 、東日本大震災 発生 、 震災 織

込 作業 直 、 出版 次第 。

今後 広域災害 懸念 中 、私

努力 人 多 方 命 救 願 。

、災害対策全書 編集・執筆 当 中心 ー

、東日本大震災 立場 重要 役割 果

。 、編集者・執筆者 皆様 中心 、現在 最大

ー 広域災害 危機管理 開催

。私 意 酌 取 、 最

後 参加 衷心 願 申 上 、主催者

挨拶 。 。

１

３

１

200



基調講演

東日本大震災 経験 東海・東南海・
南海地震 迎 ～多 新 課題～

を して
を える くの しい

河田 惠昭
公益財団法人 震災記念 世紀研究機構副理事長 兼
人 防災未来 ー長
関西大学社会安全学部教授、東日本大震災復興構想会議委員

ひょうご
と センタ

21

【図 】１

基調講演
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東日本大震災 惹起 問題 、今日 、

巨大 津波 来襲 、 被災市町村 孤立 、

気象庁 津波 過小評価 、 住民 避難

、 救援物資 薬品 不足 、 津波残存物処理 遅

、 問題 、現在 分

内容 話 。 、 教訓 東海・東南海・南海地

震 生 趣旨

。 人 思 出 詰

散乱物 、

「瓦礫」 言葉

使 、「津波残存物」 申

上 思 。（図 ）

今回、巨大 津波 来襲 原因 、 地震 津波 重

。沖側 深 海域 、長年動 幅数十 、

長 （断層 中 一度 活動 範囲）

が した はたくさんありますが は な

ぜ な が したのか なぜ は したのか な

ぜ は を したのか なぜ は しなかったの

か なぜ や が したのか なぜ が

れているのか という つの について までに かってい

る をお しします そして その を

に かそうというのが で

す それぞれの の い の

まった もありますので

ここでは という は

わず と し

げたいと います

な が した は つの による が

なったことです の い で かなかった

さ にわたるセグメント の で に する

６

１

２

■ 巨大 津波 来襲 ？なぜ な が したのか

km

km500



【図 】２

基調講演
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余震 震央分布の

が き に の さ

のセグメントが きました の つの が なって

き さ にわたる のプレ ト が

しました とは り まれている が ねて す

る き です

の の が これまでに が こっていたところ

その の はセグメントが に んでいるところです

の の い で が こり にわたって が

しました その の は へ もう は

へ み サンフランシスコのヨットハ バ にも きな を

もたらしました さらに へ んでくる で の いとこ

ろの が き さらに の さの が ったため に

きなものになったのです

はマグニチュ ド で までにマグニチュ ド の

は こっています は く くことは いな

く その きさや が からないことが

の を す

る つの になっていま

す

の に した

では

と の さで

の が され

のところで

く が しています

動 、直後 岩手沖、宮城沖、福島沖、茨城沖 幅 、長

動 。東西 断層 重 動

、幅 、長 逆断層型 ー 境界地震

発生 。逆断層型 、潜 込 方 跳 隆起

動 方 。

図 楕円 部分 、 津波地震 起 、

西側 部分 南北 並 。楕円

部分 深 海域 地震 起 、東西約 海面

ｍ上昇 。 津波 一方 西 、 一方 太平洋側

進 、米国 ー ー 大 被害

。 、西 進 途中 、西側 浅

断層 動 、 ｍ 高 津波 乗 、非常 大

。

本震 ー 、現在 ー 以上

余震 回起 。余震 年近 続 間違

、 大 場所 分 、東京電力福島第一原子

力発電所 安定化 阻止

要因

。

釜石沖 海底 設置

水圧式波高計 、水深

ｍ ｍ 深 津

波 波形 観測 、水深

ｍ ｍ近

海面 上昇 。

100

500

200 500

72

1.8

500

1,

500 1,000

1,000

km

km

km km

km

２

２

３

９ ５

２

１

５



基調講演
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海上保安庁 巡視船 直後 津波 乗 越 映像 残

、 映画『 ー』 、

ｍ近 津波 突 込 。

海域 、太平洋 ー 年間 、東側 東北

地方 下 潜 込 。 大体 ～ 年 回、 ー

境界 逆断層型 地震 起 、津波 発生 。通常、

累積潜 込 量（ ） 地震時 滑 量（ ） 、「 ＝ 」 関係

成立 、今回 滑 量 潜 込 量 倍 、「 ≒

」 。海底 最 大 水平 約 ｍ動

。

事態 、東京大学地震研究所 予測 。日本

地震予知 予算 使 予測

、地震学者 自信 喪失 、日本地震学会会長、地震予知連

絡会会長、地震調査研究推進本部地震調査委員会委員長 遺憾 意

表 、 発想 、東海・東南海・

南海地震 見直 喫緊 課題 。

石巻市 年 周辺 町 合併 、市職員数 人、面積

㎡、人口 万人、人口密度 人 ㎡ 。市内 役所支所、

漁港、 中学校、 小学校 。神戸 面積 ㎡、

人口 万人、人口密度 人 ㎡ 。 石巻市 、面積

神戸市 同 、人口 人口密度 神戸市 分 過疎自

治体 。 市民 約 人 方 死亡

行方不明 。

の が に つの を り えた が って

いますが まるで ポセイドン･アドベンチャ のように

へさきから い が っ んできています

この では プレ トが ずつ から

の に り んでいます これまで に プレ

トの で の が き が しています

り み と の り は という

が しますが は った が り んだ の で

となりました は も きいところで に い

ています

この を は できませんでした

の の のほとんどを っているのに できなかったた

め たちは を し

が の

を しておられますが もっとポジティブな で

をどう すかが の です

は に の と し

です に の

の の の があります は

です つまり は は

とほぼ じで と は の の の

です ここで の にあたる の が または

になりました

２

１

２

２

１

10

10

70 80

50

2005 6 1,519 556

16 290 / 11

10 20 43 552

154 2,800 /
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3.6 5,800
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■ 被災市町村 孤立 ？なぜ は したのか
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阪神・淡路大震災 死亡率 平均 ％、神戸 ％ 。

石巻 死亡率 神戸 倍以上 。私 「市町村再編災害」

呼 。同 面積 分 職員 受 持 、 人

職員 担当 面積 神戸 倍 。旧石巻市 中心 災害対

応 比較的早 、周辺 集落 孤立 、公的

援助 非常 遅 。

図 赤 部分 実際 浸水範囲 、青 部分 仙台市 石巻市

事前 用意 ー 。仙台市若林区

ー ＋ 宮城県沖地震 津波 浸水域 想定

。

今回 災害 、 ー 水 来 予想 場

所 大半 人 亡 。釜石市 ー 浸

水域 犠牲者 出 、 外側 状

の は は でした

の は の です はこれを

と んでいます じ を の の で け つので

の が する は の です の の

は くできましたが になるほど が し

が に れたことがわかっています

の い は の で い は と

が に していたハザ ドマップです ではマグ

ニチュ ド の による の を していま

した

の は ハザ ドマップで が ないと されていた

で の が くなっています ではハザ ドマップの

ではほとんど は ていませんが その でベルト に

0.17 0.31

10

10

10

１ １

３

５
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多 方 亡 。 ー 、 ～

年 回 記録 津波 、「安心

」 、今回多 犠牲者 出 要因

思 。今後、 年 回 起

津波 対 ー 、一

考 直 。

陸前高田市 海岸 奥地 浸水 、非常 大 被

害 出 。明治三陸地震 ー 今回 震災 比

較 、津波 来 距離 同 、水 ー

全 違 。同市 、津波 際 鉄筋 ー 階建

以上、 ｍ以上 高 場所 避難

、今回 全市的 ｍ 越 水 浸 、建物

階、 階 避難 水死 方 。

、 人 死者・行方不明者 発生 場所 調査

、 階建 以上 建物 人以内 ％ 切 。

、地方都市 集落 階建 以上 建物 、鉄

筋 ー 階建 以上、 ｍ以上 高 場所 緊

急的 避難 、被害 極 少 貢献 。

くの が くなっています これらのハザ ドマップは

に の のある をもとにつくられているので マッ

プ になっていたことが くの を した つの に

なったのではないかと います に しか きな

いような に するハザ ドマップはどうあるべきかを から

え さなければなりません

でも から まで し に きな

が ました のシミュレ ションと の を

すると が た はほとんど じですが のボリュ ム

が く います では の は コンクリ トの

て あるいは の い に することになっていま

したが は に を える に かったため の

へ しても した がいます

しかし の の した を する

と て の では で を っています ま

た の では て の はほとんどないので

コンクリ トの て あるいは の い に

に することは を めて なくすることには します

50 150

1,000

10

10

23,000

200

10

１

１

１

８

３

４

５

３ １

５
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写真 、昨年 月 日 私 撮 陸前高田市 高田松原

国 名所 防潮林 。 少 中 、高 ｍ

ー 製 防潮堤 造 。（写真 ）

引 戸 水門 閉 構造 素晴 防潮堤 、東日本

大震災 津波 跡形 。松原

ｍ以上地盤沈下 海 。陸前高田 残 建

物 全壊状態 。 広田湾 大 津波 来

、今回 高 ｍ以上 津波 満水状態 、

市街地 入 。

岩手県宮古市田老（ ）地区 、明治三陸地震、昭和三陸

地震 非常 大 被害 受 、町 中 高 ｍ 防潮堤

。 年前 初 地区 訪 、私 当時 町

長 「明治三陸地震 ｍ 津波 来 、 ｍ 深

湖 、 」 尋 、町長 「周辺

所 高台 避難所 逃 」 。

現実 、今回 ｍ 越 津波 来 、防潮堤 内側 修羅場

。

気象庁 「気象業務法」 法律 、予報 外 罪 問

仕組 。 、気象庁 以上

ー 低 推定 、

庁内 関係者 知 。 、直後

推定 非常 小 。

地震 ー 、揺 間 広帯域地震計 描 面積

１ １

６

２

１

８

は に が った の とい

う の になっている です その し には さ の

コンクリ ト の が られていました

き で が まる の らしい でしたが

の で もなくなっています のあったところは

して になっています では っている

もほとんど です これまで には きな は な

かったのですが は さ の で になり そ

れが に ってきたのです

タロウ では

で に きな を けたので の に さ の

があります に めてこの を れたとき が の

に のような の が たら ここは の

さの になるが どうするのですか と ねると は

カ の の へ げます とおっしゃっていました しかし

には を える が て の は に

なりました

は という で が れても に わ

れない みになっています また はもともと のマ

グニチュ ドは く することになっていたのですが そのこと

は の にしか らされていませんでした ですから

の という は に さかったのです

のエネルギ は れている に の く を

10

10

10

35

15 10

12

20

7.9

■ 気象庁 津波 過小評価 ？なぜ は を したのか
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積分 計算 ー ー 世界基準 。今回、

日本 広帯域地震計 振 切 、 離

広帯域地震計 記録 使 気象庁 計算 、 時 分

ー 数字 出 。地震 約 分後

時 分、沿岸 ～ 、深 約 設置

波浪計 記録 入 、水深 ｍ ｍ 越 津波

観測 。 参考 、気象庁 警報 内容 切 替

。

今回、被災地 全 地震計 ー （地振動波

形 記録紙上 出 ）、 所 検潮所 破壊

、沿岸 津波 ー 皆無 。気象庁 津波 波源域（津波

発生 関与 海底 領域） 直接観測 方法 拘

、地震計 記録 予測 、正確 情

報発信 。震災後、気象庁長官 下 名 専門

家 気象警報 勉強会 始 、報告 結論 不要

。非常 大 被害 出 、他人事

ー 非常 問題 。

図 ＧＰＳ波浪計 記録 。釜石沖 ｍ ｍ

。釜石 、水深 ｍ 延長約 世界最大 湾口

津波防波堤 、海面 ｍ頭 出 。今回 津波

防波堤 軽々 乗 越 。

気象庁 地震 分後 時 分 出 大津波警報 、岩手県

ｍ、宮城県 ｍ、福島県 ｍ 。 直後 停電 、

時 分 ｍ 改定 内容 住民 届 。

結果、 ー 、津波 高 ｍ 思 沿岸住民 、

して するモ メントマグニチュ ドが です

の は り れてしまったので れたイ

ギリスの の を って が し に

マグニチュ ド という を しました の の

から さ のところに された

の の が り のところで を える が

されていました これを に は の を り

えました

のほぼ ての がスケ ルアウトし

が からはみ すこと カ の が されたた

め の デ タは です は を の

に した の で できる があったにも

らず の から することにこだわりすぎて な

ができませんでした の で の

による の が まりましたが も も だ

そうです に きな が ているのに のようなアプ

ロ チをしているのは に です

は の です のところで で

す には のところに の の

があり から を しています の は

この を と り えました

が の の に した は

でした この に したので

に に された は に きませんでした その

マグニチュ ド の さ だと った は

9,000

17 30

8.8 45 15
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【図 】４

海岸堤防 守 考 非難 。水防団員、消防

団員 ｍ 超 津波 来 思 、水門閉鎖

作業中、岩手県 名 越 水防団員、消防団員 亡

。 重 非常 大 人的被害 出

。

現在 ー 調査 実施 、非常 多 犠牲者

、 方 意見 聞 、 ー

最初 。

年 月 日 地震 際、全国 万人 津波 避難勧

告・指示 出 、避難 人 全体 ％、岩手県 宮城

県 ％ 少 越 程度 。避難 理由 、当時

機関 ー 調査 。大津波警報 出 、

で られると えて しませんでした

も を える が ると わなかったので など

の だけで を える が く

なりました こういうことが なって に きな が た

ことがわかっています

アンケ ト を していますが に くの が

おられ その たちの は くことはできないので デ タには

からバイアスがかかっています

のチリ の で に の

が ましたが した は で と

でも を し えた でした しなかった を

いろんな がアンケ ト しています が たとき

10

260

2010 28 168

3.8

■ 住民 避難 ？なぜ は しなかったのか

２

５
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岩手県 沿岸住民

％ 避難 。

理由 「避難

思 」 ％、

「他 地域 見 判

断 」 ％、「避

難 状態 」

％ 。「避難

状態 」 内訳 「仕事 」、「家族 病人・高

齢者 」、「自分 病人・高齢者 」 様々 理由

。（図 ）

、今後、気象庁 津波情報 正確・迅速・詳細 出 、

多 方 助 単純 。特 、避難

思 人 割 、 年 明治三

陸津波、 年 昭和三陸津波 教訓 全 忘 去

。 年 地震 津波 、特 大船渡 大 被

害 出 。 歴史 地域 、過去 被

災経験 全 風化 。

「津波 」（逃 人 自分

判断 逃 ） 伝承 。 年、岩手県田老町

開 第 回「全国沿岸市町村津波 」 基調講演 、山

下文男 小学 年生 昭和三陸津波 経験 逸話 紹

介 。津波 常襲地帯 、 石碑 残

後世 伝 努力 希薄 、被災地

共通 問題 。

の の

は しませんでした

は しなくても

よいと った が

の を てから

した が

できない だった

が でした

できない だった の は があった に

がいた が だった など な があり

ました

ですから が を に せば

くの が かるという なことではありません に し

なくてもよいと った が いるということは の

の の が く れ られているとい

うことです のチリ の では に で きな

が ています そういう のある でありながら の

が く してしまっています

てんでんこ げられる からてんでんバラバラに

の で げろ という があります で

かれた サミット の で

さんが のときに を した を

したものです の なのに わずかに が ってい

るだけで にそれを えていく が だったことも

に する です

35.6

58.7

18.8

16.7

1896

1933

1960

1990

５

６
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■ 救援物資 薬品 不足 ？なぜ や が したのか

宅配業者 全国 物流拠点 持 、 面 必

大都市周辺 。情報 ー 物流 ー

別 、問題 起 。物流拠点 無被

害 、情報拠点 荷物 配達 。被災自治体

事前 物流業者 協定 結 、非常 不十分 内容

倉庫 在庫管理 。

物流 大半 高速道路 利用 前提 、直後

東北道 不通 途端、東京 物 送 、最終的

新潟港 秋田港 経由 、 高速道路 利用 。 、

苫小牧 室蘭 石油、 、軽油 ー 新潟港 運 、

ー ー 積 替 被災地 輸送 。従 、新潟

港 貨物量 月以降、前年 ～ 割増

。（図 、図 ）

は に を っていますが コスト から ず

しも にはありません ネットワ クと ネットワ

クが につくられているため が きました は

でも がやられたら は されません

は に と を んでいましたが に な

だったので の もできませんでした

の は を することが だったので に

が になった から が れなくなり に

や を し そこから を しました また

や の ガソリン はタンカ で まで び

タンクロ リ に み えて へ しました って

のコンテナ は の になっていま

す

３ ２ ５

６ ７



【図 】７

基調講演

19

■ 津波残存物処理 遅 ？なぜ が れているのか

津波残存物処理 遅 理由 。環境省

大量 処理 経験 、

。昨日 新聞 、残存物処理 割 切

、国 直轄 行 。市町村 処理 、

県 自分 仕事 考 。特 、岩手県

県庁所在地 盛岡 被災地 以上 、残存物

実態 。市町村 更地 市街地

分別 残存物 山 、処理方法 費用 未

。 、搬出 必要 道路 今 不十分 、特

岩手県側 三陸自動車道 一部 共用 開始 。

夏 入 集団発生 、強 異臭 立 込 非常 不衛

生 状況 。被災地 空気 吸 肺炎 人 急増

。阪神・淡路大震災 搬出 海路 整備

が れている ははっきりしています

はこれほど の を したことがなく どうしたらよいのか

わからないのです の では はまだ を っ

ており が で うとのことでした は ができず

はそれが たちの だとは えていません に の

の から までは あるので の

がなかなかつかめていません は になった に

した の をつくりましたが や も だにわ

かっていません しかも に な が は で に

では の しか を していません

に ってハエが し い が ち めて に

な です ではこの を って になる が し

ています では のための が されまし

３

100km
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たが それでも に かかりました の

トンの は で を んでいるので そのま

ま やすと が て が してしまいます そういう

に するガイドラインを につくる がありますが

がなかなかうまくいっていません

どもは ほど ス パ すなわち

が で こった の について に に

してきました そこで てきた の の

の な の な という

の てが の で になりまし

た

が こったとき ども はどういう

をすべきなのかが かりませんでした そして この

になって を してきました えば から に

は まいの つながりの まちづくりの など な

が にどのくらい

の をかけているかと

いう が ってきまし

た ですから

が こったときには

まいの が

だということがすぐに

かりましたので

、 瓦礫撤去 年 。東北 津波残存物

万 約半分 木質系 、塩水 含 、

燃 塩化水素 出 焼却炉 腐食 。

問題 対 早急 必要 、意思

決定 。

私 過去 年 、 ー ー広域災害、 東海・東南

海・南海地震 連動 起 場合 問題 非常 綿密

研究 。 出 、競合 問題、対応限界 問題、

応援限界 問題、組織的 調整 必要性、広域的 支援体制

研究成果 全 、東日本大震災 被災地 問題

。（図 ）

阪神・淡路大震災 起 、私 研究者 研究

分 。 、 年間、必死

復旧過程 追跡 。例 、地震 年目

住 問題、 問題、 問題 様々 課

題 被災者

負担

情報 入

。 、東日本大

震災 起 、

住 問題 一番重要

分

、被災自

３

３

８

５

2,490

10

16

■ ー ー広域災害 災害対応 課題ス パ としての の
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治体 対 、仮設住宅 恒久住宅 建設、 、

中心 進 助言 。

私 月 日 朝 時 、東海・東南海・南海地震 防災

対策 兵庫県公館 開催 。 、午

後 研究発表 東日本大震災 起 。

東海・東南海・南海地震 先 起 、同 規模 津波 発

生 、間違 倍以上 犠牲者 出 。岩手県

沿岸市町村住民 ％ 亡 。静岡県 沿岸市町村

人口 万人 越 、 ％ 万人 。 、

今回 地震 津波 来 、岩手県北部 約 分、福島県

約 分 時間的余裕 、東海・東南海・南海地震

遅 見積 、 分以内 静岡県全域 津波 到達

。西日本 住 我々 、今回 震災 教訓 、東海・東南海・南

海地震 起 被害 少 、最大限 生

。

私 、中途半端 被災想定 、最悪被災

想定 対策 備

重要性 訴

。（図 ）

中小規模 災害 想定

対策 、

往々 、手 取 早

、経費

に して と の あるいは まちづくり

を に めなければいけないと しました

どもは の から の

のシンポジウムを で していました そして

の のときに が こりました

もし が に こり じ の が

していれば いなく の が ています

では の が くなりました の

は を えているので その は です また

は から が るまで では で

は の がありましたが で

はどう く もっても に に が しま

す に む は の の を

が きたときの を なくするため に かさなけ

ればなりません

どもはかねてから な ではなく シ

ナリオを した を

えることの を えて

いました

の を し

た はたくさんあるので

にして っ り い

もの のかからないも

■最悪被災 重要性シナリオの

３

３

３ ６

９

11 10

10

200
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のを しがちです それでは にはあまり がありません

こってほしくないと う のシナリオを した を

えるのはとても ですが いにして の に われ

たときには いに を します

の の は

は は です に きたマ

グニチュ ド の は の が だっ

たことから えると の つの が あ

るいは して こる は に いといえます

これまで の では と

が の の と の を してきました これ

を すため に を とした

に する

が されました

では にわたって が されました

これを しなければ

シ ズンになると

くの に した

ところで や の

きな が ます その

ため が に

した りまとめで

は カ で の を

選択 。 災害時 効果 。

絶対起 思 最悪 想定 対策 備

大変 、幸 中小規模 災害 見舞

大 効果 発揮 。

年 月 日現在、南海地震 年以内 発生確率 ％、東

南海地震 ％、東海地震 ％ 。 年 月 日 起

ー 十勝沖地震 、 年以内 発生確率 ％

考 、東海・東南海・南海 地震 、単独

連動 起 危険性 非常 高 。（図 ）

政府 中央防災会議 、東海地震単独 、東南海・南

海地震 連動 場合 被害 津波 想定 計算 。

見直 、 月 日 「東北地方太平洋沖地震 教訓 地

震・津波対策 関 専門調査会」（座長：河田惠昭、委員 名）

設置 。

被災地 海岸堤防、防潮堤 破壊 。

暫定復旧 、

台風 ー 、海

岸近 水面下 沈下

高波 高潮 大変

大 被害 出 。

、調査会 月 日

発表 中間取

、 月 回 会合

■東海・東南海・南海地震 今後 防災対策策定指針と の
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70 87 2003 26

8.0 30 60

10

27

17

190

26

10

１ １

９

３

４

６

６

km



基調講演

23

開 地震・津波 取 扱 方 決定 、直後 「東海・東

南海・南海地震 連動 被害想定 関 専門調査会」 立 上

。

現在、東海地震 被害 出 可能性 地域 「地震対策強化

地域」、東南海・南海地震 対象地域 「推進地域」

、私 専門調査会 合 、 地震

被災 危険性 市町村 全 強化地域 。強化地域

、 年 「大規模地震対策特別措置法」 自動的 適

用 。 、地震津波対策 公的資金 実施

。

専門調査会 地震 津波 以外 、現在、防災基本計画

触 津波防災 明記 作業 課

。中央防災会議 防災基本計画 改定 、地域

防災計画 改訂 必要 。来年夏頃、中央防災会議 地震 津波

計算結果 府県単位 公表 。 受 、関西広域連

合 各府県 市町村単位 地震 津波計算結果 、 年春

頃 発表 。 高知県、岡山県、香

川県 応分 負担 参加 希望 。

後、府県、市町村 地域防災計画 、関西広域連合 広域防

災計画 作成 、発表 予定 。 暫定的取扱

、兵庫県 、 連動 ー 地震 起 、

神戸 来 津波 ｍ 、 ｍ 防災施

設 避難計画 早急 整備 。大阪府 最近、津波 予想

倍 、特 臨海 ｍ地帯 住民 対 避難 重要性 訴

ー 発令 始 。

いて モデルの り い を し に

の に する を ち げ

ることになっています

で が る のある は

の は になっていま

すが どもの ではこの つをすり わせ つの

で する のある は て とします

には にできた が に

されます つまり が で できるという

ことです

は と のモデル に に

ほとんど れられていない について する が せら

れています で が されるので

も が です の と

の が で されます それを けて

で の の と をまとめ

に することになります ここにはすでに

も の をして を しています

その の と の

が され される です これまでの い

では は でマグニチュ ド の が きたとき

に る を としていましたが これを にして

と を に します も の を

にし に の の に して の を える

キャンペ ンを し めました

３

３ ３

３

２ ４

２

０
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東海・東南海・南海地震

、南海 上 学

術調査 進

。年間 潜 込

量 ー（輪郭 意）

示 、南海

ー 豊後水道 奥

。（図 ）

年代 ー 地震 回起 、日向灘

高 ～ ｍ 津波 回発生 。従来 、 起

津波 南海地震 津波 別々 考 。 調

査 、 ー 非常 ー 、足摺

岬 南海地震 起 仮定 正 、精査

。

、 付近 池 ー 調査 、津波堆積物

見 。『日本書紀』 年 南海道 非常 大

地震 記述 。特 、大分県佐伯市 米水

津（ ） 龍神池 、非常 細 ー 見

。日向灘単独 津波

絶対 到

達 。南海地震

起 、 津波

龍神池 堆積物

入 考

妥当 。（図 ）

に

ついて トラフ での

はずいぶん んできて

います に り んでい

る をコンタ の

で すと トラフのコン

タ は の までつな

がっています

にはマグニチュ ド クラスの が き

では さ の が しました は ここで こ

る と による は と えていました ところが

すると コンタ は にスム ズにつながっているので

のところで だけが こるという が しいのか

しなければなりません

しかも この の などをボ リング すると

が つかっています にも に で に き

な があったという があります に の

ヨノウズ の では に かいデ タが つかりまし

た の

では にそこまで

しません

が こり その に

よって に

が ったと えるのが

です

11

1900

684

12

７ ５

２ ３ ５
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ですから の は よりもっと の

の まで ばす があります あるいは と

トラフの いところに を こす モデルをもう つ

いて えるべきです が つ けて こると のような

な が します の から ると

に くらい が こっていることがわかります

は て に していますが

の には という

があります がここを ることができなければ

の から にかけて き

な がやってきます もし ることができれば や

に きな がやってきます と は きな が

るという をしていません の には きな

の が されていますが が を していま

す がどのようなモデルを するかによって

を めた がこれまでと に った で

されることになります

の と の きによっ

てマグニチュ ド の

が きれば か

ら が します

トラフは まで びてい

るので のチリ

のようなマグニチュ ド

の が きれば

、南海地震 震源域 、足摺岬 西 、豊後水

道 方 延 必要 。 、東日本大震災 同様、

南海 深 津波地震 起 断層

置 考 。地震 続 起 、今回

大規模 津波 発生 。龍神池 津波堆積物 見 、

年 度 南海地震 起 。

岩手県、宮城県、福島県 全 太平洋 面 、南海地

震 震源域 、紀淡海峡、鳴門海峡、明石海峡、豊予海峡

狭窄部 （図 ）。津波 通 、

手前 和歌山県、徳島県、高知県、愛媛県 宮崎県 大

津波 。 通 、大阪湾 瀬戸内

海 大 津波 。山口県 広島県 、大 津波

来 想定 。山口県 上関 大 原子力発

電所 建設 計画 、二井知事 実施 保留

。今後、専門調査会 提示 、

瀬戸内海全域 含 津波対策 非常 違 形 展開

。

図 動

ー 地

震 起 、豊後水道

津波 来襲 。南海

沖縄 延

、 年 地震

ー

地震 起 、鹿児島

１

２

１

300

13

13
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1960
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や シナ に した にも が く が てきます

この して えただけでも は きく わるのです

もし が すれば やや の い

が き その に い を った などの

が に きな を けます こうしたことへの は

これからです

の の も です の で

を し になっていた は の

で に しました でも が

した のうち と がずれてゆがんだまま りを して

んでいるものは も あります これらをどうするかも

きな です

を に れた の も です は

の は ながらありませんでしたが な

を にする システムの あるいは の

を めた な を ことが こる に

に えておく があります

に った

の の

の が して

した の な

も です

の

東 海 面 熊本、長崎 津波 行 危険性 出 。

程度拡大 考 、津波環境 大 変 。

東海・東南海・南海地震 連動 、 長周期 強 地

震波 起 、 周期 近 固有周期 持 建物・構造物

社会資本 非常 大 被害 受 。 対策

。（図 ）

住宅 耐震戦略 構築 必要 。 年 中越地震 震度 強

経験 、一部損壊状態 住宅 、 年 新潟県中越

沖地震 簡単 全損 。阪神・淡路大震災 、一部 損壊

住宅 、梁 柱 、雨漏 修理

住 今 万棟 。 大変

大 課題 。

広域災害 視野 入 連携体制 構築 必要 。今回 、岩

手・宮城・福島 連携 残念 、効果的

災害対応 可能 情報 開発、 要援護者 避

難対策 含 総合的 津波避難対策 、 起 前 具体的

整 必要 。

長期的視野 立 戦略

計画 策定、防災事業 推

進、複数 震災 連続

発生 場合 最適 復旧・

復興戦略 急務 。東海・

東南海・南海地震 同時発

■東海・東南海・南海地震 連動 対策の への

14

2004

2007

26

５
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生 最悪 、 地震 種 時間差 起

方 大 被害 出 予想 。例 、津波 孤

立波 、南海地震 起 時間 繰 返 襲

。 、東南海地震 南海地震 時間差 起 、両方

津波 重 出 。 、南海 深

発生 地震 津波 大阪湾 入 、 時間後

浅 起 地震 津波 単独 紀淡海峡 入 重

、大阪湾 津波 同時 起 場合 大 危険性

。幸 ー ー ー ー 「京」

運用開始可能 、地震 津波 、様々 条件 一緒 解析

形 貢献 思 。

中山間地域・中小都市 再生 視野 入 防災 方 提案

重要 考 、確実 被害 出 思 三重県 和歌山県 市

町村 話 、全 一笑 付 。

、今回 被災地 町役場 市役所 壊滅的 打撃 受 、多

職員 犠牲 。 教訓 生 、災害 起

前 基本的合意 住民 間 得 努力 非常 大切 。

復興 計画

、被災者 夢 希望

与 意味 重要

考 、私 月 日、松本

龍防災担当相 基本

提出 。（図 ）

が のシナリオではなく つの がある の で こ

る が きな が るという もあります えば は

なので が きれば くらいは り し ってき

ます もし と が で きれば の

が なるところが てきます あるいは トラフの いと

ころで した の が に ってきて その に

いところで きた の が で から ってきて

なると で が に こった より きくなる

もあります いポ トアイランドではス パ コンピュ タ

が ですので と を な で に

する で していただければと っています

の を に れた のあり の

も と え に が ると われる や の

にお ししましたが てのところで に されました し

かし の では や が な を け

くの が になっています この を かして が こ

る に を との に ておく が に です

まちづくり をつく

ることが に と

を える でとても だ

と え は

に コンセプ

トを しました

３

６

１

２

３

■復興 計画 基本まちづくり の コンセプト

28
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このままを してほしいという ではなく の が

たちのまちをどうつくるかを する の き にしていただ

ければと っています

の した は コンクリ トで げをし

のまま するのではなく の を に え

て する を しました

のように の が する は ての

を に げ の ん に を して をつくり

に を してはどうかと えました

が がっている の では のあった

に コンクリ ト のジャングルジムを て その に

を れて をし バイパス にする を しました

踏襲 意味 、被災者 方々

自分 議論 際 叩 台

思 。

陸前高田市 壊滅 市街地 鉄筋 ー 地上 、

以前 区画整理 、土地 所有権 使用権 変

利用 案 示 。（図 ）

石巻市 ～ 戸 集落 点在 地域 、全 民家

高台 上 、旧市街地 真 中 瓦礫 利用 丘 、周

囲 都市機能 担保 考 。（図 ）

近郊農地 広 沿岸 荒浜地区 、防風林 国

有地 鉄筋 ー 製 建 、 間 瓦礫

入 覆土 、 道路 案 示 。（図 ）
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これを き にして の さん が に ら

しいまちを すため してくださることを っています

なお い の をこれからも けなければ

なりません は なので はヘドロや に まり

は に しています の や

の の と もあります

が を められた の に

づき がどのようなものになるかはとても です

がつくっている を と し

では も して を ち げ かけて

と を りながら をまとめることになっています そして

が され と を りながら

や への を に れて

を していくということです

の に たり すべきと が えていることを

にお します

を したまちづく

り の

の によ

る エネルギ

エネルギ の は

です

をラジカル に

叩 台 、被災者 皆 自身 、子々孫々 素晴

残 努力 願 。

今 人近 行方不明者 捜索 続

。津波 長波 、遺体 土砂 埋 、捜

索 非常 難渋 。津波残存物 分別収集・処理 、罹災

証明 発行、仮設住宅 建設 入居 。

五百旗頭先生 議長 務 復興構想会議 第 次提案 基

、第 次補正予算 大事 。

岩手県・宮城県・福島県 復興計画案 国 調整 、

被災市町村 住民 参画 復興会議 立 上 、 年 県

調整 図 復興案 。 、

復興基本法 制定 、災害対策基本法 整合性 取 、東

海・東南海・南海地震 首都直下地震 適用 視野 入 事業

展開 。（図 ）

復興事業 推進 当 、留意 私 考 最

後 話 。住民

力 活用

、自然先導型 共生

社会 創生、政府

自然 ー・再

生 ー 開発

重要 。原子力発電

（急激 、

■ 対応これからの

7,000

19
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３

１
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根本的 意） 転換

難 、原子力発

電 他 発電

冷静 判断 必要

。

大津波 脅威 解放

安全・安心社会 確立

重要 。復興事業 、国

自治体 予算 難渋 。国民運動

取 組 、被災地 （支持者、賛同者 意）

対応 。 、行財政改革 早期実現 復興財

源 確保、 、復興事業 長期 評価

重要 。（図 ）

施策体系 、災害 対応 都市・地域

。 、高齢化社会 見据 健康・福祉地域、

多核・分散・自立型 緩 ー 社会

。 首都一極集中 是正 。全 東京 集

、災害 起 一発必中

社会

危険 。（図 ）

以上 踏

、 被災

地 復興

願 。 清聴

。

にの に する

のは しいので

と の のすみわけを

に していく が

あります

の からの

と の も

です は

にも にも がないので するでしょう として

り まなければ とシンパ の だけで

は できません そのためには の と

の あるいは の マネジメントと がとても

です

としては にしなやかに できる になら

なければいけません そして を えた

の やかなネットワ ク をつくらなければい

けません そこには の があります てを に

め が こると

の になっていることは

とても です

のようなことを ま

えながら これからの

の があってほしいと

っています ご あり

がとうございました

20

21
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【 】

五百旗頭 真（公益財団法人 震災記念 世紀研究機構副理

事長 兼 研究調査本部長、東日本大震災復興構想会

議議長、防衛大学校長）

河田 惠昭（公益財団法人 震災記念 世紀研究機構副理

事長 兼 人 防災未来 ー長、関西大学社会安

全学部長、東日本大震災復興構想会議委員）

志方 俊之（帝京大学法学部教授、元陸上自衛隊北部方面総監）

室 益輝（人 防災未来 ー上級研究員、関西学院大学総

合政策学部教授、関西学院大学災害復興制度研究所

所長）

【 ー ー ー】

林 敏彦（公益財団法人 震災記念 世紀研究機構研究

調査本部研究統括、同志社大学大学院総合政策科学

研究科教授）

○（林）

パネリスト

ひょうご

ひょうご

と センタ

と センタ

コ ディネ タ

ひょうご

21

21

21

�

東日本大震災 月、五百旗頭議

長 、政府 東日本大震災復興構想会議 提

言 発表 週間 時期 、阪

神・淡路大震災 経験 神戸

開 、大変大 意義

感 。

から カ

のもと の が

を してから にあたるこの に

を した でこのパネルディ

スカッションが かれることは きな

があると じています

４

２
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本日 、公益財団法人 震災記念 世紀研究

機構 出版 『災害対策全書』 編集・執筆 大 役割 果

方 。同全書 、災害概論編、応急対応編、復旧・

復興編、防災・減災編 全 巻 。志方先生 、

災害概論編 中 人為災害 関 ー ー 、五百

旗頭先生 、全体 編集企画 統括 。河田先

生 防災・減災編 編集長、室 先生 応急対応編 編集長

務 、私 復旧・復興編 編集長 務 。 、

自然災害 人的災害 含 、安全・安心 社会

考 続 日本 第一線 研究者 、本日

壇上 並 言 過言 思 。

河田先生 基調講演 願 、 他 方々

問題提起 願 思 。五百旗頭先生 東日本大震災

復興構想会議議長 提言 取 大変 苦労

思 。今回 提言 、苦労話等 含 話 願

。

『災害対策全書』 画期的 出版 思 。

可能 年前 阪神・淡路大震災

。大 災害 復旧・復興 苦労 、

機 考 人 、 経験 土台 、災害 対

社会 総括 。大変分厚 本

巻 、 災害全 網羅

のパネリストは ひょうご

が した の に きな を た

された ばかりです は

の からなっています には

の で に してコ ディネ トいただき

には の を していただきました

には の には の を

お めいただき も の を めました これは

から を め な をつくるためにど

うすればよいかを え けている の の が こ

の に んでいると っても ではないと います

には をお いしましたので まず の から

をお いしたいと います は

として の りまとめに ご されたこと

と います の について も めてお しをお

いいたします

は な だと います

これを にしたのは の

です きな からの に し そ

れを にものを えてきた たちが その を に に

して はどうすればいいのかを したものです い

が もありますが これほど てを したものはありませ

21

16

４

４

�

○（五百旗頭）

復興構想会議 理念< >の
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ん に っていただいたおかげで テロなど に

かかわるような も っています そして の の

が ずつ されました

の の として の に たれた

のリ ダ シップのもと かけて に す

る への のノウハウをまとめられたことを に

するとともに ここにおられる に を したいと います

さて では のメンバ に え

て の である を め に

で をお いしました を にしながら

をつくるのが だと っていました

にも にご いただき の

をもとに に なお をいただきました このたびの

は の さん など

の を とする が めて です ただ

をそのまま することはできませんが の という

で の は に きかったと います

から に の を められました が

いものであるためには つの が だと いました つは

が のどん に き とされたときにどう するべきかと

いう や がしっかり られていること に が

すべきことを なビジョンの で るため

が められるので いものであってはいけません そのため

ども の の で から る

が な を たしました にも かの

。志方先生 入 、 国民保護法

人為災害 入 。 他 人 先生方

冊 編集 。

阪神・淡路大震災 際、当時 知事 対処 陣頭 立

貝原俊民理事長 ー ー 、 年 世界 通用

災害 対処 貝原理事長 感謝

、 先生方 敬意 表 思 。

、東日本大震災復興構想会議 、当初 ー案 加

、地震災害等 中心的専門家 河田先生 始 、 ～ 名

追加 委員 願 。専門知識 土台 全体構想

課題 思 。

貝原理事長 会議 出席 、阪神・淡路大震災 体験

非常 貴重 話 。 復興構想

、議長代理 安藤忠雄 、河田先生、貝原理事長 、阪神・

淡路 体験 土台 性格 極 濃厚 。 、阪神・淡路

適用 、応用問題 土台 意

味 、阪神・淡路 経験 非常 大 思 。

総理 、 月中 第 次提言 提出 求 。提言

良 側面 必要 思 。 、

同胞 悲惨 底 突 落 対処

国民的精神 理念 語 。同時 、国

全体的 中 語 、政策的妥当性、合

理性 求 、甘 。 、

私 名 復興構想会議 下 、学者・専門家 名 成 検討

部会 大事 役割 果 。復興構想会議 何人 専門

３

１

３ ４

６ １

２ １
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家 、広範 問題 扱 場合 専門的知識

。

復興構想会議 ー 、被災 県 知事 始 、東北

個人 方々 多 、被災地 実情 思 非常 語

。 涙 流 熱弁 振 方

。立場 考 方 様々 、新聞 「議論百出、取

難航」 大 見出 出 。熱 語 被

災地 悲惨 深 知 良心 叫 受 止 、

含 報告書 私 任務 心得 。

軽率 筋書 決 、 途中 辞 人 出

、 自体 復興会議 失敗 。 、非常 多様

ー 、全員 一緒 ー 入 議長

仕事 思 。

専門家 ー 政策的合理性 面 豊 構想

、一番 持 官僚機構 省庁 協力

絵空事 。 、検討部会 部会長 飯尾潤

政策研究大学院大学教授 願 、特定 重要問題

集中的 議論 ー 、国土交

通省 関係省庁 方 入 。

阪神・淡路大震災 瓦礫 中 多 人 救出 、

今回 震災 、津波 死 等 。津波

流 、材木 耐 畳 流

助 偶然性 支 例 、 津波

がおられましたが な を う には がなく

てはなりません

メンバ には の を め ゆかり

の の も くおられ の や いを によく っ

てくださいました ときには を して を るう もおられま

した も え も なので に りまとめ

と きな しが たこともあります く られるのは

の さを く るがゆえの の びであると け め そ

れを めてよい をつくることが の と ていました

もし に きを めてしまい そのために で める が

たら それ が の です ですから に なグ

ル プでしたが で にゴ ルに るようにすることが

のもう つの だと っていました

グル プが の から かな をしてくれま

すが ノウハウを っている と の がなくては

になってしまいます そこで の を

にお いするとともに の に

ついて に するワ クショップをたくさんつくり

など の にも ってもらいました

では の から くの が されましたが

の では にさらわれることは に しいのです

に されても につかまって えているうちに が れてきて

かったという に えられた もありますが ともかく

３

１
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が たら で げる に きるすべはないのです

そうして き った を や の が しま

した われた のうち あまりは が し

ました のときの は が が

は が かったため でした はそれと

に システムも システムも した の で

できる を つのは だけでした の を

もとに し ての で が きて

の が きた に き す をとっています

また の をつく

り グル プ グル プ での に

ちに できる の コマカド の が して

います を えた グル プをつくり と

の のもと つの を する を っ

ています

の では にわたる を できている

はありませんでしたが たまたま の がそこ

を していたので を

にして かすことができました みに は ま

で の で の を めていました タイ

プの で やかな でした その が

をしている さん でした の で をしてくれ

た はみんな くなるというジンクスがありますが らが

を してくれたので も いい になりました

来 自分 逃 以外 生 。

生 残 方々 、自衛隊 警察、消防 人 救出

。救 人 、 人 自衛隊 救出

。阪神・淡路 生存救出 、警察 人、消防

人、自衛隊 初動 遅 人 。今回 正

反対 、通信 交通 断絶 広域災害 中 活

動 機動力 持 自衛隊 。阪神・淡路 反省

改革 、全国全 連隊 、 小隊 名 時間起 、震

度 以上 地震 起 瞬間 動 出 体制 。

、中央即応集団（防衛大臣直轄 機動運用専門部隊）

、化学専門 ー 、放射能専門 ー 、外国 非常事態

直 対応 富士 駒門（ ）駐屯地 教育隊 活動

。即応体制 整 特別 ー 、防衛大臣 統合

幕僚長 指令 、陸海空 自衛隊 統合運用 体制 取

。

今回 震災 、広域 被災地全部 統括 政府

機関 、 自衛隊 東北方面総監

管轄 、君塚栄治東北方面総監（当時） 現地統合指

揮官 動 。因 、君塚総監 年前

私 横 防衛大学 副校長（幹事） 務 。学者

大変冷静 穏 人 。 前任 、現在、陸上幕僚長

火箱芳文 （当時） 。私 横 補佐

陸将 偉 、彼 現場

案内 、私 大変 勉強 。

26,000 19,000

3,800

750 165

30 24１
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< >復旧・復興 筋道のための

安全 、国土交通省 「集団移転促進法」

法律 持 。 年 伊勢湾台風 名近 人 亡

。 後、「災害基本法」、「激甚災害法」 、

火山 噴火、地震、集中豪雨、台風 災害 起 、

日本 少 法律 。 不思議

「津波災害基本法」 、 対処 、

災害 都度 法律 継 合 適用

。

集団移転促進法 、津波 浸水 場所 住 危険

高台 引 越 、 費用 国 、地元 割合 負担

。 、阪神・淡路大震災 民力

。私 家 全壊 、 万円 義援金以外 何

。神戸 被災者 自分 何 人 多 、

後藤田 、国 負担 復旧 、 以後 復興

自力 。

復旧 元 状態 戻 、非常 不合理 意味

施策 。 、阪神・淡路 被災地 、元 状態 超

創造的復興 。現在、国連 世界的 防災会議 日本

開催 、真 先 神戸 候補地 。 年前 被災

結果、新 研究拠点、国際的 拠点 、 地 財産

。 、安藤忠雄 設計 淡路島 夢舞台 、自

然 人間 共生、日本人 外国人 共生 国際会

議場 、我々 資産 。西宮 県立芸術文化

ー 人々 大変 潤 与 。

なまちづくりのため は とい

う を っています の で い が

くなりました その ができ さ

らに の などの が こるたびに

は しずつ をつくってきています ところが なこと

に というものがないので このたびの には

これまでの の できた を ぎ わせて することにな

ります

では で した に むのは なので

に っ すこと その は が が の で す

るとしています しかし のときは がありま

した の も しましたが の は ももらっ

ていません の は で とかできる が かったので

ドクトリンで が するのは まで それ の

は ですることになりました

とは の に すということなので に で

のない です しかし の は の を え

る をしました が な を で

するとき っ に が になります の の

しい な ができ この の になっ

ています また さんの による の も

と の と の をコンセプトとする

として の になっています の セン

タ も に な いを えています

1959 3,000
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こういうもので の で できたものは ひとつありませ

ん しかし は しい にあるので じことをす

るのは ですし が が の で をせよと っ

ても です ですから の の も によって

まで が えようというのが このたびの プランの

です

の の で は な に りまし

たが さという を わなければなりませんでした の

が わった かけて を らなければいけませんでした

しかし は どこでも の のニュ タウンはごく です

をつくれば で もあれば き できるので まいごと

から げることができるようになりました

しかし それだけではまちの を たしません や

ホ ム ふれあいセンタ のようなものも て の につくり

コンパクトだが しいコミュニティをつくるべきだと どもは え

ますが は の ホ ムは の

で いずれも のル ルはないという になります しかし

これまでのル ルで えるのではなく の の に して

な をするために が か どういうル ルが かを え

なければいけません そのため のもとワ クショップ

をつくり の さんにも の を していただ

きました

しい なまちをつくる の を としては

、国 経費 復旧 何

。 、東北地方 大変厳 状況 、同

無理 、国 、地元 負担 集団移転 言

不可能 。 、地元 部分 別途交付金

、 国 支 、 復興

筋道 。

明治三陸大津波 後、町長 決断 住民 安全 高台 移

、不便 代償 払 。港 仕

事 終 後、 時間 山 登 。

今 、日本中 丘 上 ー 普通 。

道路 、車 分 行 来 、住

津波 逃 。

、 機能 果 。小学校 病院、

老人 ー 、 ー 全 丘 上 、

新 私 考

、小学校 文部科学省 管轄、老人 ー 厚生労働省 管

轄 、 移転 ー 話 。 、

ー 考 、目 前 現実 対 総合

的 対処 何 必要 、 ー 必要 考

。 、飯尾部会長 ー

、省庁 皆 、創造的復興 中身 検討

。

新 安全 際、社会 構造的変化 見落
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パネルディスカッション

39

いけません それには きく つの があります つは

が に み の にあることです その で

が ケアを けられるよう ふれあいセンタ ボ

ランティアの などを つの に するなどの が で

す もう つは の が した エネルギ

の です のまちにそのインフラをつくっていくのは で

はありませんが しいまちをつくるのなら めからそういう

きな れを み むのは そう しくありません

もう つ なのは の です の

には いい があります グロ バル の で の

アワビなどの は くてもさすがに だとい

う が がっています そういう を して マ

ケットの で していくべきです また サプライチェ ンの

により の や の が や

に らない を めていることが られるようになりまし

た そういった が に してしまわないよう な

いでインセンティブをつくり させなければいけません

には という なお がかかりますが

は で を らない は に ぎない

と し メンバ に にインパクトを え いつしか と

かち いで まで を てず えきろうという が

されていきました そして も ちこぼれることなく

に を に することができました

の はこの の の で めていきた

。 大 側面 。 、少子

高齢化 特 進 、人口減少 状況 。 中 、高

齢者 総合的 受 、病院、 ー、

拠点 建物 集約 工夫 肝要

。 原子力発電所 事故 示 、再生可能 ー

重視 。既存 容易

、新 、初 大

流 組 込 、 難 。

大事 、産業 活性化 。東北地方 農業、漁業

大変 芽 。 ー 化 中 、日本 米、果物、

農産物・海産物 、多少高 良質

評価 出来上 。 地場産業 残 、国際 ー

中 活性化 。 、 ー

寸断 、東北地方 自動車 電気関係 部品製造 、農業 漁

業 劣 比率 占 知

。 産業 海外 移転 、特区的 扱

、復興 。

復興 兆円、 兆円 莫大 金 、貝原

理事長 復興構想会議 「財源 語 復興 絵空事 過 」

発言 、 ー 非常 与 、 、連帯

分 合 最後 同胞 見捨 支 姿勢 共有

。 、誰 落 、 月 日

復興案 総理 答申 。

五百旗頭先生 論点 後 討論 中 深
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いと います では に から をお いします

には の で の をご い

ただきました と は こったときの は

いますが の になると かなり ている があ

るのではないかという がします

には に があるものと

のように に く がないものがあります

は あの りはしばらく がないから ちょっ

と ってやろうか などと えているわけではありません

は に こうからやってきます それに して

は それなりの をすれば できるかもしれません あ

るいは によって する もあります しかし テロは

が からず や の はないので テロで されたビ

ルの に もれている を けるのも で れた の にいる

を けるのも や のレベルでは じことです

そういう で は がメインですが

も れるべきだということになりました そこで

で えられる した に をお いし がコ ディネ

トして に を れました

は にも めています が こったとき

で の が へ されました で こう

いう にテロや などが こる があるので えば

思 。 、次 志方先生 問題提起 願 。

志方先生 災害対策全書 中 、「人為災害」 項目 執筆

。自然災害 人為災害 、起 現象 全然

違 、復旧・復興 段階 、 似 部分

気 。

災害 、相手 意思 、自然災害

相手 全 意思 。

自然 「 辺 地震 、

行 」 考 。自然災

害 一方的 向 。 対 、国民保護災

害 、 対応 案外回避 。

、交渉 解決 場合 。 、 相

手 分 、交渉 妥協 余地 、 破壊

下 埋 人 助 、地震 崩 家 下

人 助 、市民 自治体 同 。

意味 、『災害対策全書』 自然災害 、

人為災害 入 。 、現在日

本 考 一番適 著者 執筆 願 、私 ー ー

、一部 「人為災害」 入 。

私 東京都 勤 。東日本大震災 起 、全

国体制 万人 自衛隊員 現地 派遣 。一方 、

時 領有権問題 起 危険性 、例 、

○（志方）

自衛隊 任務< >の

10
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首都警備 第 師団、北海道 第 師団、近畿 第 師団、九州

第 師団、沖縄 第 旅団 、被災地 向 場 。

特 東京 第 師団 対 警戒 。

今回 自然災害 、規模 想定外 言 。

東京電力福島第一原子力発電所 事故 想定 人

思 。想定外 言葉 使 、 備

陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊 。相手

撃 、日本 攻 来 考

、 起 対処 組織 。

東日本大震災 力 役 立 。特 東北方面隊 、

年 東北 沿岸 巨大 津波 来 際 警護 想定 「

ー 」 大訓練 。 部隊

地域 助 行 、 経路 通 、 通

迂回 完全 ー 。

、 年、 似 災害 起 。 、想

定外 備 集団 国家 。自衛隊

今回 活躍 思 。

、私 自衛隊員 後輩 甘 顔 。自衛隊

本来任務 外敵 祖国 守 。 相手

弾 飛 、市民 自分 戦友 死 。 中 任

務 遂行 集団 、震災 弾 飛 来 状

況 中 整斉 行動 、自衛隊 要

。 訓練 。 働 今回、目立

。

の の の の

の は へ かわずその にいました

に の は テロ をしていました

の は も だったと えなくもありません

の を していた もいないと

います という は いたくありませんが それに え

ているのが です がミサ

イルを ってくるとか に めて ることなどあまり えませ

んが それが こったらどう するかという です

ではその が に ちました に は

に の に な が た の を して みち

のくアラ ト という をしていました どの がどの

を けに くか どの を っていくか そこが れないと

きはどこを するかまで なシミュレ ションをしました そ

して それに たような が こりました だから

に える が に つや つあっていいのです は

かなり したと います

ただ は だったので に い はしません

の は から を ることです そのときには から

が んできて や の が んでいきます その で

を するための なので のように が んで ない

の で と ができないのであれば は らないので

す それだけの をされています その きが ったと

いうことです
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< >自衛隊 仕組 機能の と

自衛隊 戦闘任務 国際緊急援助 任務 、

名程度 人員 時間以内 成田空港 出 体制

。目的地 中南米 多 、風土病 備

～ 種類 打 。若 自衛隊員 、 種類 一度

打 体 弱 、相当前 少 打 態勢

備 。今回 自衛隊 万人 一挙投入 効果

。警察、消防、海上保安庁 力 持

、 万人 一挙 出 難 。

自衛隊 、有事即応性、自己完結型 特性 、誰

支援 受 風呂 病院 全 備 。 、陸海空

統合 。陸上交通 行 場所 無限

軌道（ 鋼製 細板 平行 並 、環状 連結 回転

推進力 得 。車輪 不整地 走行

性能 高 。） 装甲車 行 、装甲車 行 海

、 飛行機 行 、陸海空

統合 常 訓練 。特 今回 震災 、海

非常 効果 。

、放射能、化学剤、生物剤 環境下 任務 遂行

特殊 装備 持 。今回 図 、福島第一原発

圏内、 圏内 、中央即応集団 対放射能 能力

活用 、東北方面総監 別 防衛大臣直轄 出動 。

、米軍 「 作戦」 非常 。 日

頃 共同訓練 、発令 、

。 、日頃 訓練 大

には のほかに という があり

の を に から せる をとっていま

す はアフリカや などが いので に えて

のワクチンを ちます い でも を

に つと が ってしまうので から しずつ って を

えています は が を したので があ

りました もそれなりに を っています

が を に すのはなかなか しいのです

は という があり からも

を けずに も も て えています そして が

できます がズタズタになって けない へは

ゴムや の を に べ に したものを

させることにより を る にくらべると での

が い の で き が けないところへは か

らアクセスし それもだめなら で くというように

の も に しています に の では からのアク

セスが に をあげました

もう つ の でも を でき

る な を っています は らずも から

において の の が

され とは に で しました ま

た の トモダチ も にうまくいきました これも

から をしているから するだけでできるのであって

いきなりではできません このように からの がいかに

300
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切 、 面 浮 彫 。

月 日 地震 ー ー 起 、東京都庁

危機管理 ー 全員 。 夕方

思 、東京 大変 。 万人

人 ー 右往左往 、 日本人 渋谷

駅 停 列 並 、誰 文句 言 待

。幸 、刃傷沙汰 暴動 起 済

、日本 話 思 。

東日本 安全面 考 、夜 時 ー ー

閉 。都心 広場 。駅 構内

広 、石原都知事 開放 叱

恐縮 、 経験 分 。

後、直 部分停電、計画停電 実施 可能性 出

。東京都 万人 都民 中 、自宅 電源 死

人 何人 調 。酸素吸入 透

析 装置 ー 動 、 時間 停電 電源

切 、 ー 充電 命取 。

人 東京 人 。都民 人 人 自

宅 電源 死 日頃 把握

、何 対応 。 、 背番号制度

、人命 助 分 。

広域 災害 際、 都 県 政令指定都市 構成 「九都県市」

（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、横浜市、川崎市、相模原市、

かが よい で き りになりました

の はワ キングアワ に こったので の

チ ムは いました もしこれが だったらどうなっ

ていただろうと うほど ですら でした ぐらい

の がタ ミナルで しましたが さすがに は の

でもバス にきちんと で び も を わずに ってい

ました い や のようなことが こらずに んだの

は だけの だと います

では を えて にタ ミナルのシャッタ

を めてしまいました には がありません の はか

なり いので から すべきだったと られて は

していましたが こういうことは しないと かりません

その ちに を する が てきま

した では の の で に がないと

んでしまう が ぐらいいるかを べていました や

の はバッテリ で かすので くらいの では

は れませが バッテリ を していなければ りです そう

いう は に もいるのです の に が

に がないと んでしまうことを から していたの

で とか できました こういうときには やはり

がなければ が けられないことがはっきり かりました

の の で する

< >国家機能 守をいかに るか
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千葉市、 市） 互 助 合 協定 。

、現実 災害 起 、河田先生 指摘

競合 起 可能性 。例 、東北 応援部隊

東京 向 、途中、千葉県 茨城県 大変 状態

、自衛隊 全部 取 、東京都心 来 部隊

。助 限界 心配 。

、東京直下型地震 起 、国家機能 喪失 。阪神・

淡路 東日本 、国家機能 動

対応 。 、東京 被災 国家機能 間違

止 。日頃 、例 関西 地域連合 機能的、

物的、情報的 非常 重要

。

東京 外国人 多 、在外公館 、私 現地視察

行 、新宿駅 若 人 夫婦 背中 大 荷物 背負

、子供 人連 路頭 迷 。私 話 、

「 大使館 、 日本 脱 、無理 関西

行 言 。今 品川 行 思 、 動

、 ー 、 」

。

、米国大使 非常 腹 立 。在日米国大使

館 同時通訳、翻訳 ー 最高 通訳者 、朝 総理 官

房長官、原子力安全保安院、経済産業大臣 話

撮 、「 英語 直 。 本国 日本

さいたま でお いを け う をつくっています

しかし に が きたときには が されたよう

に が きる があります えば からの が

に かおうとしても や が な であ

れば が そちらに られ まで る はなく

なってしまいます ける があることも です

また が きれば が します

のときも のときも が いていたからそれなり

に できました しかし が すれば は いな

く まってしまいます から えば の と

にシェアしておくことが に だとわかってきま

した

には も く もありますが が に

くと で いアメリカ の が に きな を

い を れて に っていました が しかけると

アメリカ から なるべく を しなさい なら

へ きなさいと われた から に こうと うが も

かないし タクシ もバスもないので どうしようもない とのこ

とでした

そのとき は に を てていました

の チ ムは の ですが から や

の していることをビデ

オに り すぐに に せ それを や にいるアメリカ

< >事態 伝 ー 重要性を えるリテラシ の
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人 知 」 言 、 。

聞 、 日本語 答 。確

、 人 話 日本人 聞 。「今

直 危 」 言 、英語 「 、

危 」 ー （言外 意味、内包 意） 含

、彼 言葉 続 。「小魚 何

放射能 含 。 今直 食 命 別状 」

言 、 中型 、大型 魚 成長 、食 危

。 、「海水 年間飲 続

死 」 説明 、 年間海水 飲 人

。危険 市民 伝 ー

、風評被害 起 。

結局、東京 外国人 、日本 何 聞 分 、

記者団 日本 取材 内容 放送

日本 視聴 、初 自分 周 何 起

知 。 日目、 日目

言葉 使 放送 、日本 「炉 一

部 損傷 」 説明 。今回 勉強

。

東京 外国人 、普段 領事部 守 、外

交特権 持 。 、被災 、日本語 喋 一

被災者 。 人 対 東京都 、大

変気 遣 、様々 中国語 語

言語 。路頭 迷 外国人 皆 助 姿

勢 持 、 人 外国人 不適切 扱 受

に らせたい と っても なかなかできなかったからです な

ぜかと くと あれは ではありませんと えたそうです

かに あの たちの は が いてもよくわかりません

ちに なくはない と うと では では いつになったら

ないのか というコノテ ション の の を

みますが らの に きはありません は ベクレルの

を んでいる これを ちに べても に はない と

うと それがいつか や の に したら べると

ないのかということになります さらに を み け

ても ぬことはない と されても を む などい

るはずがありません を に えるリテラシ がしっかりし

ていないから などが こるのです

にいた は で を いても からないので

や の が で した がアトランタで さ

れるのを で して めて の りで が こっているか

を るしかありませんでした は からメルト

ダウンという を って していましたが では の

が している と していました は することだら

けでした

には がたくさんいますが は に られ

を っています しかし したら も れない

なのです そういう たちに するケアに はいま

を い なパンフレットも やスペイン などいろん

な でつくっています に っている を が ける

を ってもらわないと たった の が な いを

１

１

２ ３
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けただけで にまでつながっていくという さがあります

に の を けた の は に によ

い を ぼしています にも が に いので

と じようなことをしていると いますが れがちな

ことだと います

ありがとうございました でもかなり があった

ようですが していただくいい になったのではないかと

います さて が こると から まって の

の の など な に われ

ます この の の は いろいろな にいち く

き をなさっています から についてお

しいただきたいと います

は が で

が というわけではありませんが

の に めていた で

は についてお しします の

にあらゆることが かれていますが まとめきれなかったこ

と い したことを に と けてお します

し げることは つ すなわち つの つの

つのシステムです

つの とはリ ダ シップです が で に

、外交関係 怖 。

逆 、中国 人 一生懸命助 東北 人 、日中関係 非常

影響 及 。神戸周辺 外国人 非常 多 、

東京都 同 思 、案外忘

思 。

。東京 混乱

、勉強 機会 思

。 、災害 起 、人命救助 始 、避難者

世話、仮設住宅 建設、瓦礫 撤去 、様々 応急対応 追

。 方面 専門家 室 先生 、 災害 早

出向 、指導 。室 先生 応急対応

話 思 。

私 元々、建築・都市計画 専門 、応急対応

専門 、 年間、消

防庁 危機管理対策本部 務 関係 、本

日 応急対応 話 。『災害対策全書』 応急対応

編 書 、十分

、言 残 中心 東日本大震災 関連付 話 。

申 上 、 、 基本、 感性、

。

「 基本」 ー ー 。災害 複雑 大規模

○（林）

○（室 ）

応急対応 ① 基本
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なるほど の は えにくくなり をつけにく

くなります そこで なのは トップがそれを

に して することです この が らぐと は く

きません この を れたら の はありません

つの とは スピ ド スケ ル です

スピ ド は もメディア で されているので の は

ないと います の は で れている を けるのに

い か い かを し を いに くのに り

をしている で うべきだと しているような を けます

はレスポンスタイム られた でしなければ は

んでしまうし いろいろな が く きません と わ

れるように でもいいのでスピ ドを して めていくこ

とが です そのためには に それぞれの が としてい

る を し いつまでという を らかにしなければいけま

せん

だったのは スケ ル だったと います えば

を したら っているように えますが

それではスケ ル がありません は まっても

ではありません というと が を す で

す そのスケ ルで うと など さなければ

いけませんが まだ しか していないので し なく って

います

ボランティアは の につき が です

、諸課題 関連性 見 、優先順位

。 一番大事 、 総合的、直感

的 判断 、決断 。 根幹 揺 物事 全

動 。 大原点 忘 、後 話 。

「 感性」 、 ー 感、 ー 感、現場感 。

ー 感 何度 等 表現 補足 必要

思 。今 対応 、川 溺 子供 助 、

赤 浮輪 黄色 浮輪 議論 、浮輪 買 行 、安売

店 買 議論 印象 受 。

応急対応 （限 時間） 人 死

、 復興 全 動 。拙速要諦 言

、大雑把 ー 優先 決

重要 。 常 、 事項 必要

時間 意識 、 期限 明

。

今回一番重要 、 ー 感 思 。例 、

義援金 万円、 万円出 頑張 思 、

ー 感 。義援金 兆円集 十分

。 兆円 、国民 人 万円 出 計算

。 ー 言 、私 万円、 万円出

、 万円 出 申 訳 思

。

、 ～ 人 被災者 、 日 人 必要 。

< >応急対応 ② 感性３つの
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40 50～ 万人 被災者 、 日 ～ 万人 送

込 。 ー 側 、自分 排泄物

自分 持 帰 自己完結 言 、

確保 。 、例 、

新幹線 全 無料、神戸 仙台 交通費 無料

、多少 万人 近 。目標 達成 先決 、

手立 後 考 。

、 ー 立 上 、

受 入 、 ー 感

支援 空白 生 。特 ー ー 、 規模 、

部隊 、 形 動 念頭 置 、目標 対

後 手段 考 ー 感 肝要 。必要性 可能性

考 、全 物事 進 。

現場感 、現場 発想 。今回 対

応 見 、阪神・淡路大震災 、過去 経験 発

想 思 。 、今 現場 何 起

見 、現場 求 対 答 出 重要

。例 、震災関連死 毎日何人 起 。

病気 現状 分 、取 方策 変

。 現場 見 、現場 ー 対応 間

生 。

要請主義 下 声 上 対応

、今回 現場 疲弊 、崩壊 一切声 聞 。

押 、中 入 徹底的 情報

取 重要 。国会 災害特別委員会 、石巻 大

の がいれば のボランティアを

り まなければいけません オペレ ション が の は

で って って してくださいと っていては とても

それだけのボランティアは できません それよりも えば

を て から までの をすべて にすれ

ば に づいてきます を することが で

ては で えるべきです

また ボランティアセンタ が ち がっていないので まだボ

ランティアを け れられないなど スケ ル のなさがあちこち

で の を んでいます にリ ダ は どの の どれ

だけの を どういう で かすかを に き に して

で を えるスケ ル が です ではなく か

ら えていては く は みません

というのは から するということです の

を ていると をモデルに の から

しているように います それよりも の で が きてい

るかを て が めていることに して えを すことが

です えば が かずつ きています どうい

う なのか が かれば るべき は わってくるはずで

す ところが を ないので のニ ズと との にミス

マッチが じています

これまでは で から が がってきて していました

が は が し しているので が こえません

そういうときにはこちらから しかけて に って に

を りにいくことが です の は に

１ ４ ５
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きなテントを ってそこで するくらい づかなければ の

ニ ズは えてきません には が いので なこと

を し げているのですが そのくらいの で に づくこと

が です

つのシステム は までの どおりです

まず が れなければ けません の したの

は とインタ ネットだけでした それ の

はことごとく まり はどこで が きているかが く かり

ませんでした えば の や から くの

が たのに どこで が きているかが からないので

と が で するような が きました

はいかなるときでも かせないものなので の シス

テムや だけでいいのかも めて もっと い って

システムのあり を えなければいけないと っています

はロジスティックス のシステムも めた

です なものをどう めて どう るのかということも

やはり すべきところがあります のシステムは の

まで ってもそこから へは めませんが の はい

ち く き めました に ったとき の で い

ている は と だけでした には や け

に の のシステムがあります に ってから けは

できません ボランティアが に って や をするのも

です えば など に をつくって を し ニ

張 議論 近 、現場

ー 見 。実際 、現場 広 不可能

申 上 、 意識 現場 近

大事 。

「 」 今 教科書 。

、情報 取 動 。震災 直後、通用

衛星携帯 ー 。 以外 情報通信手段

止 、直後 何 起 全 分

。例 、岩手県 大槻町 青森 多 消防隊、

救援隊 来 、 何 起 分 、救

急車 消防車 高台 日、 日待機 事態 起 。

情報 欠 、今 防災無線

携帯電話 含 、 思 切 、情報

方 考 思 。

番目 、配送、運搬 含 資源

調達 。必要 集 、 配 、

反省 。行政 、被災地

入口 行 先 進 、宅配便 業者

早 動 始 。 月 日 行 、被災地 中 動

車 、自衛隊 宅配便 。宅配便 集荷 仕分

独特 専門 。被災地 入 仕分

。 中 入 登録 斡旋 無理

。例 、新潟港 後方 基地 小物 調達 、 ー

< >応急対応 ③５つのシステム
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ズのマッチングを うなど ロジスティックスのシステムをつくり

あげることが です

はオペレ ションのシステムです の は の

があるので のお にもあったように いろんな

があって が き かないとか が かないことがありました

その で はカウンタ パ ト で を い

ました においては のオペレ ションシステムも

です

がファイナンスのシステムです が きてからお を

めるのはとても です に に えた のお

をうまく み げたり を っておいたりすることが です

も めて どれだけのスケ ルの を どう するか

というシステムを しておかなければなりません

その で が システムです な

ことですが の では この つのシステムがあちこちでほ

ころびを せたので もう え さなければいけないと いま

す

が した の についても ご したい

ことはたくさんありますが り が なくなってきましたので

しくは をお みいただくとして しだけお しし

ます は ぐらいからいろんなことが ま

り いスパンを します の も という

に いスパンをカバ しますし も など

のあらゆる になります しかも は として

行 、

必要 。

番目 ー 。今回 震災 複数 自

治体 、河田先生 話 、 制約

物 行 届 、部隊 動 。

中 、関西広域連合 ー ー 方式 支援活動 行

。巨大災害 、部隊 ー 不

可欠 。

番目 。災害 起 金

集 無理 。事前 非常事態 備 最低限 金

積 上 、担保 取 重要 。

住宅再建 含 、 ー 財源 、 運用

構築 。

上 番目 、指揮・命令 。以上、教科書的

、今回 災害 、

見 、 一度考 直 思

。

私 担当 復旧・復興 編 、 紹介

、残 時間 少 、

詳 災害対策全書 読 、少 話

。復旧・復興 、災害後 日 始

、長 要 。阪神・淡路 場合 年、 年

非常 長 ー 、範囲 教育、文化、福祉 、

民生 分野 。 、最初 応急対応 特

３
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別 必要 、次第 普通 生活 戻 、後遺症

抱 普通 地域発展 目指 。時

間 都合 。

室 先生 話 関連 、東日本 仮設住宅 問題

。 、何 感 。

私 今回、住宅 問題 思 。

先 五百旗頭先生 、阪神・淡路 財力

話 。 、被災者 長田 工場 商店街

人 、 人 ー

、震災 起 給料 人 多

。 、今回 割 人 収入 道 断 。

住宅再建 大事 、 仕事 戻 。水産

業、漁業、農業 産業復興 前面 出 、 対

公的支援 構築 必要 。 形 、住宅

支援 考 。

阪神・淡路 、住宅 公助 、私

必 、 自力再建 取 入

方 思 。公的 賃貸住宅 仮設 、

今 世帯 仮設 。実際 仮設住宅 同

人 、公的賃貸住宅 空 入 。

、 、 案 、個

人 自由 選択 任 、早 答 出 思

。 仮設住宅 建 、個人 自 仮設住宅

確保 、自発性 引 出 私 考

なことが ですが に の に っていき を

えながら の を していかなければなりません

の でこれぐらいにさせていただきます

のお に して では が になってい

ます これについて か じるところがおありでしょうか

は はあまり ではないと っています

ほど から のときには があったとの

お がありました もう つ には のゴム や

の たちもたくさんおられますが かなりの がサラリ マンなの

で が きても がゼロになった はそう くありませんで

した しかし は くらいの が の を たれています

も ですが まず が らなければなりません

など をもっと に して それに する

を することが です それとリンクする で

の があると えています

のときも は としてのシステムでしたが

は ずしもそれにこだわらず もっと のシステムを り

れる がよいと います な はみなし となるので

は がみなし です の とほぼ じくら

いの が の いているストックに っています

ただし ストックがないところもあるので つの として

の な に せれば く えが るのではないかと いま

す むやみに を てるより が ら をつくっ

たり したりして を き すようにすればいいと は

�
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えます を うと にバラックを ててもいいと ってい

ます

ありがとうございます なぜ を に する

のかと うと は です この には とい

う があり を め など な を

で することになっています ははっきりおっしゃ

いませんでしたが それだけの があるのなら お を れ

という ではなかったかと しています

は の

から があり に をす

べきかアドバイスが しいとのことでした

も がかかってきました は プレハブ

に を り すぐ に っていた

だきたい し げました プレハブ が れなくなって し

いので は のときの に ちていまし

た から に して を していただ

きました

いたことに は から の もされていません

でした だに の を ち その に てているのです

で った は トルコのマルマラ の などに

もずいぶん くが されましたが の が の を て

ないので の が の を って へ きました しかも

の が ではなかったため してあっ

。極論 言 、勝手 建 思

。

。 仮設住宅 公的 供給

言 、根拠 災害救助法 。 法律 現物支給

原則 、住宅 含 、医薬品、食料品、水 必要 物資

現物 供与 。室 先生

、「 予算 、 金 配 」

意味 推測 。

実 月 日 夜 時頃、松本防災

担当大臣（当時） 電話 、緊急 何

欲 。翌朝

電話 。私 、「 建

築協会 連絡 取 、 増産体制 入

」旨申 上 。 住宅 売 久

、生産能力 阪神・淡路大震災 割 落

。翌日、国土交通省 業界 対 増産体制 指示

。

驚 、仮設住宅 年前 何 改善

。未 松 杭 打 、 上 建 。阪神・

淡路大震災 使 仮設住宅 、 地震 際

多 無償供与 、現地 人 松 杭 打

、日本 職人 松 杭 持 現地 行 。

排水口、給水口 寸法 世界基準 、埋設

○（林）

○（河田）
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たパイプラインのネットワ クがそのままでは えませんでした

トルコ は って ジョイントをつくってほしいと してきま

した

はその で わってはいけません は の

のときにどうするかという が に けていました で

った は が きいので トルコでは さが になりました

に って ったことは のときの

たちの が その かしきれていないということでした

はボランティアなどでなされていますが の

まずさは が に しています で の

が わるので ノウハウが き がれていないのです

の も になっているくらいで はほと

んど されていません のような で じ を

り さないよう に に えた を えていただかなくて

はいけないと います

がまとめられた には の だけではな

く や も に れた

のあり が っています これから こる に けて をすべき

かを しているのは の の で めてだと います ぜひ

それを かしていただきたいと います までは より でやっ

てきましたが たちの はどんどんよくなっているので

ひとりをにらんだ の があらゆる で われています

それができていない あるいはむしろ が しているところ

に の の しさがあったのではないかと います

ー 使 。

政府 困 、 要請

。

災害対応 場 終 。仮設住宅 、次 災

害 発想 完全 抜 。神戸

使 仮設 窓 大 、 寒 問題 。

今回、被災地 入 思 、阪神・淡路大震災 私

体験・経験 、 後生 。

個人的努力 、組織的対応

、仮設住宅 如実 反映 。 年程度 官僚 担

当 替 、 引 継 。

今回 仮設住宅 、寒冷地仕様 、中

改善 。日本 災害多発国 同 失敗 繰

返 、組織的 次 備 対策 整

思 。

五百旗頭先生 提言 、東北 被災地

、東海・東南海・南海地震 首都直下型地震 視野 入 対応

方 入 。 起 災害 向 何

示 、日本 提言 中 初 思 。

生 思 。今 質 量

、私 社会 、被災

者 人 質 向上 面 問 。

、 格差 顕在化

、今回 災害対応 難 思 。

２

１
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○（林）

○（志方）

○（林）

○（河田）

○（林）

阪神・淡路 復旧・復興 過程 格差

。 学習 意味 思

、志方先生、東京都 首都直下型地震 来 仮設住

宅 大丈夫 。

全 足 。今考 、組立式

程度備蓄 応急的 対応 、 間 仮設住宅 迅速

生産 、数的 追 方法 。 組立式住宅

製 、床 壁 簡単 組 立 。国 公的機関

基地 用意 、日本仕様 備蓄

考 、全 準備 足 言 、 ー

。

ー用 広

、仮設 、新

。 、東京都 備 心細

話 。

、 東京 一番進 。東京 首都

直下型地震 起 、 風 復興 議論

。 話 、全国 自治体 東京 。不

十分 、文化 中心 意識 高 。

今回 地震 東北 震源地 、東京

大量 帰宅困難者 出 。 首都直下型地震 起

のときも の でさまざまな

がありました そういうことが されていないという だと

いますが に が たときに

は ですか

く りません えているのは のものを

ある しておいて に し その に を

に して に いついていく です この はカ

ナダ で も も に み てられます や がしっ

かりとした を し のものを したらどうかとい

う えはありますが く が りないと うか ノ アイデア

です

レジャ のテントもワンタッチで がるものがありま

すが もワンタッチとはいかないまでも しいアイデアがあ

るようです しかし の えとしてはかなり いようなお

でした

しかし やはり が んでいます は

が こったら どういう に するかは していま

す そういう をしているのは の で だけです

ではありますが の だという は いのです

の は が だったにもかかわらず

でかなり の が ました もしも が
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きたらどうなるのかをお しいただけますか

は から ですが は

に が き が に しました の

ことは していましたが ほどのうち その のう

ちに れない がずいぶん ました は も れるので

のキャンパスにもたくさんの が ってきてお げ

だったそうです いところでたくさんの が くと に

の などいろいろな が きます さらに ドコモの

だけで が に されてしまい がで

きなくなりました そういうことが まで してきませんでし

た

しかも がおっしゃったように が に

ての をタ ミナルから したため き がなくなりまし

た これは の です これまで では いのコン

ビニエンスストアやガソリンスタンドでは が されるこ

とになっていました しかし は が だったわけではなく

が かなくなっただけで きな が てきました

に が こると どころではなく そこにいる

が を けるのです

の は プロジェクトでいろいろ していただ

いていますが フォロ できていません こるという がはっ

きりと てきているので の をどう かすかがとても

です

話 。

通常、退庁時間 時 時 、今回 時

分 地震 起 、帰宅困難者 大量 発生 。帰宅困難者

予測 、実数 万人 、 日

帰 人 出 。大学 夜 入 、東京

大学 帰宅困難者 入 手上

状態 。暗 人 動 、特 治

安 問題 問題 起 。 、 電

話 万回線 帰宅困難者 占拠 、一般通話

。 今 顕在化

。

、志方先生 、 東日本 時 全

人 ー 除外 、皆、行 場

。 連携 問題 。 東京都 、道路沿

、水道水 供給

。 今回 、水 必要 、

交通機関 動 大 問題 出 。実際

直下型地震 起 、帰宅困難 、 人

被害 受 。

首都直下型 問題 大型 研究

、 ー 。起 前提

出 、今回 経験 生 重要

。

○（河田） ５ ６ ２

８
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○（林）

○（志方）

志方先生、東京都 考 。

今回、 時 分 地震 起 、皆、庁舎

大変 考 、河田先生 指摘

、首都直下型 起 場合、治安 問題 含 、

対応 分 。 、今回 地震 非常

訓練 。特 青山学院 、協定 、

開放 食事 毛布 用意 。

日頃 協定 非常 重要 思 。

一方、勘違 対応 。 大学 、地震

場合 危険 出 取 決 。

、 大学 近 食堂 行 、「避難場所：大学」 書

。 避難 。

東京都 、 都立小学校、中学校、高校 全部開放

。特 今回 新宿高校

。小学校 地区 、大体 歩 行

。 防災拠点 、無線機 食料 置 。

国民保護災害 際 対応 、有楽町 炭素菌 撒 、

万人 体 受 事件 。 人 外 出

一般市民 巻 込 、東京国際 ー 全員 入

服 脱 、 間 両 仕立 東京

ー ー 移動 、除染 。都 関

東 、京浜急行 何十台 提供 、

肝心 運転手 。 危険 人 運 労働契約 、

防護服 着 運転 。

はどう えておられるのでしょうか

に が こり にいたにも

かかわらずこれだけ だったことを えると が さ

れたように が こった の も めて ど

う していいか からないでしょう しかし の が

にいい になりました に は はしていましたが

すぐにキャンパスを して と などを しました そう

いう からの が に だと います

いした もあります ある では があった

は なのでキャンパスを ていくよう り めをしています

しかし その の くの に くと と

いてあります これではどこへ していいかわかりません

では もちろん は する

ことになっています に は などがよくやってくださ

いました は ごとにあるので けば けま

す そこに をつくり や などを いています

の の としては で が かれ

くらいが に ける がありました この たちを に す

と が き まれるので フォ ラムに を れ

て を がせ その に のバスを てて ビッグサイトの

シャワ ル ムへ し することになりました バスや

バス バスなどが もバスを してくれましたが

の がいません そんな な を ぶ はないし

を たら できないというのです

２

１
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河田先生 ー 重要 。実際

起 状況 理詰 考 、見落

分 。 擬似経験

大事 思 。

瓦礫 撤去 時間 、避難

所 大勢 人 残 。津波 流 地域

、方針 決 状況 、復興構想

会議 最 目立 ー 、復旧 復興

。阪神・淡路大震災 際、知事 務 貝原理事長 、

「創造的復興」 言葉 盛 発信 。 受 、

今回 復興構想会議 中 、復旧 復興 非常 骨太

命題 入 思 。

五百旗頭先生 、日本国民 心優 、被災者 対 思 、

ー 生 、何 考

。

神戸 引 継 、 以上 考

。引 継 点 、防災 言 中身 減災

。震度 直下型地震 跳 上 、絶対 潰

鉄 家 合理的 。私 、

大事 減災 考 方 馴染 、復興会議

減災 言 、日本 知性 代表 方々 、 新

概念 感心 驚 。 、河田先生 解説

。阪神・淡路大震災 生 減災 考

のおっしゃるイマジネ ションが です にそう

いうことが こったときの を めで えていくと とし

ていることが かってきます そうしたことを としてやっ

ておくことが だと います

の にはまだまだ がかかりそうですし

にも の たちが っています で された のまちづ

くりをどうするか さえ まっていない ですが

で も ったテ マは ではなく だということでし

た の を めておられた が

という を んに されました それを けて

の の に ではなく をという に

の が ったのではないかと います

は の しさ に する い エネ

ルギ をどう かしていくのかについて かお えはあったので

しょうか

を き ぎながら それ のことをと え

ていました き いだ は と っても は だという

ことです の に ね げられても に れな

いような の をつくることは ではありません たちは

なのは だという え に んでいましたが で

と うと の を するような が まるで しい

のように されるので きました それで に

してもらったのです から まれた という

○（林）

○（五百旗頭）

７
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えが このたびの で したと います そういう で

の であることは に きな を っていると います

そして の を けて それ のことを えたのが

なる ではなく を すということです えば では

をともかく いで てなければという で り み

ましたが だけを べると を や に い

やりかねません の をつくったら その にコミュニ

ティセンタ やふれあいセンタ をつくり から の

があり ボランティアや の も てくれるような を えな

ければ に としたものになってしまいます から カ

に が まり の さんたちに ねると

は みで コミュニティセンタ は に カ の で

つくるとのことでした

の を に り んで を てていたのが で

した の は と が た から の

と の を めて をし きびきびと と

を めていきました えば を し

に だったのは でした は の に って

の な に てながら にコミュニティをつくりました

さらに が でいられるように の を

されました を ると の はみんなが んだり

れ ったり も けられる スペ スになっています

に ねると のこともいろいろ されたとのことで

した で りなかったことを び それ のことを で

されている もあると じました

、 震災 全国化 思 。 意味 、

神戸 継承 非常 大 意味 持 思 。

、神戸 失敗 受 、 以上 考 、単

復旧 復興 目指 。例 、神戸

仮設住宅 急 建 強迫観念 取 組

、収容場所 並 、高齢者 孤独死 自殺 追

。一定 仮設住宅 、 中

ー ー 、病院 週 回 巡回

、 行政 人 来 環境 整

、非常 殺伐 。震災

月後 会議 始 、被災県 知事 尋 、仮設住宅

全部発注済 、 ー 軒 所 割合

。

神戸 経験 先進的 取 込 計画 立 相馬市

。相馬市 立谷秀清市長 、地震 津波 来 瞬間 、市

幹部 市内 有識者 集 集中討議 、 危機管理

対処 進 。例 、翌日棺桶 個 注文 、実際

必要 個 。仮設住宅 神戸 経験 倣 丘

安全 場所 建 、同時 。

、高齢者 元気 、長屋式 仮設住宅 考案

。設計図 見 、 階 中央部分 遊 、

触 合 、医療 受 共同 ー 。市

長 尋 、阪神・淡路 勉強

。神戸 足 学 、 以上 現場 実

践 側面 感 。

１
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阪神・淡路 、中央 役人 法体系 整合性 、

「今 法律 救 神戸 特別

」 言 。 、「将来首都 大震災 起

、規模 大 面倒 見 、将

来 不公平 生 」 言 。 、目 前 池 落

死 人 、将来 落 人 助

、 人 今助 不公平 言 同

。

東日本大震災 際 、国民 同胞 悲惨 状況 救

限 、自分自身 支 由縁

。私 六甲高等学校 山岳部 、驚 経験

。初夏 暑 土曜日、 砂袋 担 六甲山 登 重量運

搬 訓練 。昔 水 飲

、今 言 熱中症 、意識 失 倒

。 、前 歩 部員 突然 落

。私 驚 彼 支 、以降 難 道 支

。 気 、自分 倒

忘 。

人間 。日本 景気 衰退

行 詰 、先 思 、 大 地

震 見舞 、 何 支 思 、

蘇 。 、日本全体 再生

復興 考 思 。

五百旗頭先生 紹介 、復興構想会

のとき の は の にこだわり

までの では われなかったことを だけ にするわけ

にはいかない と いました さらに で が こっ

たら が きいためとてもここまで を られないので

との が じる と うのです それは の で に ち

て にそうな がいるときに また ちた を けられないか

もしれないから この を けたら だと っているのと

じです

に して が の な を うためにで

きる りのことをすることが が えられる でもある

のです は の にいたとき いた をしま

した の い の を いで を る

の をしていました は をあまり んではいけなかったの

で で う だったのか を って れそうになりまし

た すると を いていた が ふらついて ちそうになり

ました は いて を え は しい になると えてやっ

ていました ふと がつくと が れそうになっていたことを

れていました

にはそういうメカニズムがあるのです は が し

て き まり はないと っていましたが そのときに きな

に われて これを とか えなければと うことによって

また ろうとしています ですから の につながるよ

うな を えるべきだと います

からご があったように

30kg

○（河田）
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議 下 検討部会 設 、飯尾潤先生 活動

。陸前高田市 水産加工団地 市街地 地盤沈下 、

民地 、今 法律 何 。以前、河

川 ー ー堤防 、政府 事業仕分 蓮舫議員 却下

。今回、川 海 考 、国土交通省

提案 、 ー ー堤防 河川法 、海岸

法 適用 理由 認 。

海岸堤防 、護岸 全 壁

、海岸法 改正 言 、特 大 被害 受

石巻市 、漁港 工業港 隣接 、沈下 漁港 水産庁

管轄 、国土交通省 。 、

旧海岸 省庁（ 種類 海岸 管轄 農林水産省、水産庁、

建設省、運輸省 。海岸行政 省庁 議論

多 。 現在、 農林水産省農村振興局、

水産庁、国土交通省水管理・国土保全局、国土交通省港湾局 再編

。） 一度 協議 要請

、現在動 。官僚主導 。政治主導

何 。

ー ー堤防 民地 、地上 、 上 団地

。国土交通省 「津波防災 」 提言 。

含 、二線堤、三線堤 道路 盛 土構造 、

、三陸 式鉄道 盛 土構造 復旧 、法改正

、 。阪神・

淡路大震災 法律 特区構想 実現

、今回 何 機運 各省庁 。

の に が けられ に していただきまし

た では や が しましたが

ほとんどが なので の では ともできません

のス パ が の けで に されまし

た はだめでも にはつくれるだろうと え

に しましたが ス パ は によるものであり

は できないという で められませんでした

これまでの は も て のようなものしかできない

ので を してくださいと うと に きな を け

た は と が しており した は

の なので ではできないとのことでした ですから

の を していた

のこと についてはこの で され

ることが かった これらは それぞれ

に

されている のようなものをもう つくって するよう

し いています だとできないのです で

とかしなければいけません

ス パ を につくると げをして その に が

できます は まちづくり を しています

それらを めて は を り にする ある

いは リアス を り で させるなど に

よって これまでできなかったことをやろうとしています

のときは がネックになって は しません

でしたが は とかやろうという が にあります

４ ４

４
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○（林）

○（河田）

○（五百旗頭）

○（林）

それが すれば ともに ということになると

います ところが おっしゃったように

とか

の に する という には がお を れて

をするときには でなければならないと い

てあります これがネックになっています って に

ではなく に けて のテクノロジ を し ベストな

でできるように を してもらえば は んで くので

す

ただ みもあります のときは

には お があったので が

でき その が えました の はお を っていませ

ん はなおさらです だから ではなく を

で してほしいと から しています

をまたいで を えるべきだ

という を つようになりました しかし で こって

いることは ごとに が うので いきなり を し

て していては に わないかもしれません は の を

て なことに していくべきです そして ある

が えてきたら のために として をつく

るという えが どもの え です

かつ な だと います ところで

実現 、名実 復興

思 。 今 、「公共土木施設災害復

旧事業費国庫負担法」 、「農林水産業施設災害復旧事業費国庫

補助 暫定措置 関 法律」 法律 、国 金 入

公共土木事業 、原形復旧 書

。 。従 、単 原形復旧

、将来 向 最新 ー 駆使 、 方

法 法律 改正 、官僚 喜 動

。

、強 。阪神・淡路大震災 、

被災自治体 結構 金 、復興基金 合計 億円

、 利息 使 。今回 被災県 金 持

。市町村 。 、補助事業 、全部 国

負担 、当初 要求 。

省庁 、津波対策基本法 考

認識 持 。 今、被災地 起

、地域 事情 違 、 一般法 制定

対処 間 合 。今 現場 実情

見 、必要 対処 。 、 程度全体

見 、将来 一般法 津波対策基本法

二段構 、私 考 方 。

現実的 有効的 戦略 思 。 、今回

９,000
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の という を えるに たり どうしても

れておかなければならないのは の

です らく にとっても めて しい が げか

けられていると いますし これまでにない な から

の をどう えればよいのか にお ずつご を い

フロアからご をいただければと います

は を していなかったので てふた

めいてやれることを やろうとして が に っているの

です オペレ ションはできても アクシデントへの ができな

いので が だと しています こういうと

きこそ が です

の は は にその と しい

を から えたとき に きい で する です

のないアメリカの がつくった を して そのまま

み てているので プ ルが にあるのです のことな

ので に はできませんが はそのままではだめだと

いうことを しています そこに や が こる が んで

いるのです しいシステムには ず の があるので それを

ととらえて のシナリオを することが です

で の は ましたか

から でした から を さ

れたとき への まで れると のデザインはで

大地震、大津波 複合災害 考 当 、 触

、東京電力福島第一原子力発電所

事故 。恐 災害学者 、極 難 問題 投

思 、 異質 大規模災害

復興 考 、簡単 人 意見 伺 、

質問 思 。

東京電力 事故 想定 、慌

全部 、全部 後手 回

。 ー 、 対応

、徹頭徹尾、大津波 原因 主張 。

専門家 必要 。

事故 原因 、実 共振動（振動体 固有振動数 等 振

動 外部 加 、非常 大 振幅 振動 現象） 。

地震 原発 輸入 、 組

立 、冷却 ー 上 。 年前

一概 批判 、技術移転

示 。 災害 事故 起 要因 潜

。新 必 負 要因 、

災害 、最悪 想定 必要 。

五百旗頭先生、復興構想会議 原発 話 出 。

第 回 大問題 。総理 議長 委嘱

、福島第一原発 対処 入 復興

１

１

○（河田）

○（林）

○（五百旗頭）
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きないので の は の で うと われました メン

バ に ひとり はいないので もそれでいいと いました

が の でそのことを すると りの が がりまし

た は のことを えずして の

だ そんなものはない がいい と を いておっしゃった

ので は は の ではないという だと

しました しい の の からの

がなされるまで の は わらない の として

まで え く と の で されました

は で そのうち で について の

やかな をすることを しています の の が む

ということは も ず そうなるという だと け め

ていただきたい と の にもご いただいたほ

か えば の エネルギ の

に する の もつくり まで えること

を しました そういうプロセスを て に しては が

まで を ることが の になっています

という に から が して

くることは されているのですか

していますが しても な はあま

りないのではないかと います のことで が えたの

は そのものを しなくても それに る を れば

は こせるということです ですから の はこ

、原発 問題 別 委員会 扱 言 。

ー 誰 専門家 、私 思

、第 回 会合 説明 、憤 声 上

。梅原猛特別顧問 、「福島第一原発 考 何 復

興会議 。 方 」 机 叩

、私 、危機管理対応 我々 任務 意味 説

明 。激 意見交換 結果、「福島 原発災害 再生

、復興 任務 終 。心 共同体 最後

支 抜 」 第 回 会議 合意 。

報告書 章構成 、 第 章 、福島 特別 細

配慮 明記 。「他 地域 復興 進

、福島県 必 将来 保証 受 止

」 福島県 佐藤雄平知事 理解

、例 原発関係 研究拠点、再生可能 ー 研究拠点、

被害 対応 医療関係 研究拠点 、最後 支

強調 。 経 、福島 対 国 最

後 面倒 見 、報告書 趣旨 。

志方先生、原発 施設 、上 飛行機 突入

想定 。

想定 、直撃 大丈夫 原子炉

思 。今回、原発 私 考

、原子炉 襲撃 、 至 送電線 切 、

原子炉災害 起 。 、原発 防衛

１

１
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れから しなければいけないと います

また に がなく をしなければならないシビ

ア アクシデント マネジメントの は とりあえず

で めて に を り えば

が したときに に して の をとるようにし

なければ に いません

もう つ のように の が に い

てきた が ある からスクランブルをかけ

あなたの は に に る に ったら しま

す と します それなりの を んで なおかつ が

に ってきた は から に してよ

いという を します もそれを っているので で

るのです

しかし では の にどれだけ が されてい

るかが です にするには や の がいるといって

いる に だけが っていきます シビア アクシデント マ

ネジメントにおける の は です

の によって

から の に して が てい

ますが この たちは の と じように やがては れ

るのでしょうか

でも れる があれば コストの は

きで としてそれに の をしなければいけないと いま

再検討 思 。

、時間 余裕 、国家的決断

・ ・ 場合 、 総理大臣、

官房長官、外務大臣、防衛大臣 決 現場 指令 送 、例

週間 経過 、皆 相談 議会 承認

間 合 。

、領空侵犯措置 、外国 飛行機 日本 近付

場合、航空自衛隊 、 距離 、

「 飛行機 分後 領空 入 。領空 入 攻撃

」 警告 。 手順 踏 、 相手 領空

入 場合 、総理大臣 航空総隊司令官 、撃墜

命令 出 。相手 知 、途中 帰

。

、原子炉 、現場 所長 権限 委譲

問題 。廃炉 社長 会長 許可

間 、時間 経 。 ・ ・

権限 委譲 重要 。

室 先生、総理大臣 命令 東京電力福島第一原

子力発電所 圏、 圏 住民 対 避難指示 出

、 人 普通 自然災害 同 、 帰

。

帰 可能性 、 論理 一切

抜 、国 最大 努力 思

２
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す もどこよりも くしなければいけないと っています

も しい いをさせているところを も く けなければいけま

せん えば や は く かずですが そ

れらの こそ が れるところの は にやらないと

いけません

もすぐに り がある り いつでも れる

の があることを に せる をしなければ は

がもてません には つの があります に って む

ことと かなりの によっては に れなくて し

い で むことです その つの をどちらも ざさないよう

つの をつくるべきだと しています そして しい

もすぐにまちを り めなければいけません で しい

のまちをつくるより えば に しいまちを る が で

す に らしいまちをつくりながら の の を

しっかりして の ができたら つをセカンドハウスに

することもできます それくらいのサポ トを でする を

さないといけないと います

は を かないといけませんが は を

しているので に めるようになると っています なコ

ストがかかるかもしれませんが の に した の

が われています でも は を たさなければ

なりません についても の も れた を

もって してくれることを っています

がスケ ル という をされましたが

。復興 早 思 。最

苦 思 、最 早 助

。例 、南相馬市 相馬市 現在、全 手付 、

地域 、車 入 瓦礫処理 最初

。

復興計画 作 、可能性 限 、 帰 選択

自由 被災者 見 努力 、被災者 夢

。被災者 選択 。元 戻 住

、 長期間、場合 永久 戻 、新

町 住 。 選択 閉 、

故郷 提案 。 、新 故郷

作 始 。気仙沼 新 復興

、例 、会津 新 作 方 容易

。会津 素晴 、南相馬 復興 準備

、両方 可能性 、

。 ー 国全体 意思

示 思 。

放射能 土 全部除 、私 科学技術 信頼

、絶対 住 思 。膨大

、国民 生活 密着 科学者 姿

勢 問 。復興計画 科学者 責任 果

。放射能問題 、日本 最 優 科学技術

解決 願 。

室 先生 ー 感 話 、原発事

２

２

２
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故 ー 感 見 、避難区域 町村全

体 、年間 兆円 。福島県 兆円 兵庫県 約

分 。 人 年間帰 、 兆円

損失 。 兆円 何

被害 起 。 金 、

内閣府 試算 兆円 兆円 被災総額 原発 入

、 兆円膨 ー 感

私 最後 。

会場 質問 受 。

専門 先生方 話 大変参考 。私

貝原知事（当時） 復旧・復興 進 一員 、今回

震災 考 方 。今回 震災直

後 総理官邸 意見 求 、防災担当大臣 度

行 申 上 、阪神・淡路大震災 今回 全然違 、

同 方式 欲 。阪神・淡路 範囲

狭 、近 大阪 、人 命 一応確保 。 、

今回 人 命 確保 。仮設住宅 大量 建 金

時間 、被災者 命 守 、高齢者 避難所

全国 疎開 、若者 残 復興 従事 思

。 地元 楽 、復旧・復興 ー 上

。

義援金 出 大切 、兵庫県 人 人、 万人

来 、各市・各町 被災者 世話

、日本 団結心 取 戻 思 。

のスケ ル がどんなものか てみましたら の

で の は です が で の

の です もしもこの たちが れなければ の

になります かけても とかしなければいけないほどの

が こっているのです どこにもお がないということですが

が した から の には が ってい

ないので さらに らむというスケ ル をもっていただき

たいというのが の のコメントです

ここで からの をお けします

の のお は になりました も

のもとで を めてきた として

の についてはいろいろな え をもっています の

に から を められ のところへ ほ

ど って し げたのは と は うので

じ はやらないで しいということでした は

が く くに もあり の は されました しかし

は の が できていません を に てるお

と があるのなら の を るため は ごと

に に させ たちが って に すべきだと いま

す そうすれば も になり のスピ ドも がるで

しょう

を すことも ですが の が

ていただいて で の をしていただくなどす

れば はまた を り せるのではないかと います そ

GDP １ ７ ７
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ういうことを めておかなければ や

が こったときには なことになると うのです

それから まちづくりや は や

の ですが お がないために に り っているようで

す もまちづくりのアイデアを して にぶつけないと

の も るのではないでしょうか

しい ですが スピ ドの について は

どういうお えを っておられますか

の や などの は がないといけ

ません に のまちづくりはゆっくり をかけて すれ

ばいいと っています はその つを し は の

をどんどんつくり の が しになっています

が されたように にはしっかりし

た があります やるべきことは に ですし は

たなアイデアをもって うものです どちらか だけを えて

いると れるので のベクトルを わせて めるようになって

います と という があるように なかなか に

ならないのですが の の に しながらも としては

に かうというやり しかないのです

は にはそれぞれ ヶ か

ら が っています これまでは が ていましたが

進 、首都直下型地震 東海・東南海・

南海地震 起 大変 思 。

、 復旧・復興 本来、地方公共団体 県、

市町村 仕事 、 金 国 頼 切

。被災自治体 出 国 、

国 方 困 。

大変難 問題 、 ー 点 先生方

考 持 。

瓦礫 処理 避難所 応急対応 急

。逆 、復興 時間 議論

思 。今 混同 、各自治体 復興

計画 、瓦礫 処理 後回 。

河田先生 紹介 、東京都

計画 。今 非常 現実的 、復興

新 行 。 一方 考

遅 、両方 合 進

。「理想 現実」 言葉 、 一緒

、目 前 現実 対応 、全体

理想 向 方 。

実 、岩手県、宮城県、福島県 霞 関

政務官 入 。 審議官 来 、県

○（林）

○（室 ）

○（志方）

○（河田）
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は らがお を っていないのを っているので いろいろ し

ながら ら えていました しかし が たら の

は ヶ に き できると います ところが には

も と を ってきていないので に が れる

だけなのです これでは の の になっていません

へ く が と を たないと はできません

のときは や が した

はごく で あとは でした すれば とかなると いま

すが そういう きはないようですね

はすでに の きな を えています

の は のものづくりで の を し

の の を めていました のときはその

があったため には した もなく て で えま

した の のうち の は に されました

では どもの が る に ようやく

が による は という を しました

と って では しいと うので くらい だと し

ます これから が したら が

に に っていくことを します

これまではスピ ド がありませんでした から カ に

めて を したとき の のまちにあるのは だけ

いている は だけという で その さにぞっとしま

した にはふれあいセンタ もなく は の ぶ

彼 金 持 知 、 相談

自 考 。 、政務官 来 当然、県 要

望 霞 関 届 、実現 思 。 実際 、政

務官 財源 権限 持 、逆 意思決定 遅

。 本当 意味 政治主導 。

現地 行 人 財源 権限 持 組織的対応 。

阪神・淡路大震災 、県 市 拠出 復興基金

一部 、 借金 。借金 何 思

、 動 。

地元 借金 大 累積 抱 。

年代 日本 工業製品 世界一 競争力 有 、世

界 占 。阪神・淡路大震災

余韻 、神戸 大 借金 、全 国債 賄

。 兆円弱 被災額 、国 予算 復旧 限定 。

東日本大震災 、私 報告書 出 数日前 、 内

閣府 累積 損失 兆円 算定 出 。神戸

違 自前 難 思 、 兆円 必要 想像

。 第 次補正予算 決定 、復旧・復興 本格的

軌道 乗 期待 。

ー 感 。地震 月後

初 現地 視察 、三陸 海岸 瓦礫 、

動 車 自衛隊 状態 、 無残

。仮設住宅 ー 、物資 自衛隊 運

○（林）

○（五百旗頭）
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救援物資 本当 暗 三陸海岸 。 、石巻 行

日和山公園 上 、日本財団 派遣 大学生

一団 来 、若 男女 地元 子供 遊 。

見 、 生 返 思 。

月後 行 、三陸 動 始 。第 次

補正予算 兆円 非常 大 思 。仮設住宅 建設

加 、人口減少 空 家 対 国 家賃 万円 万円

払 措置 結果、仮設住宅 当初 ～ 割 足 分

。 、海岸 瓦礫 撤去作業 、国 日

円 出 、前向 動 始 。

日本 関東大震災 復興 大変早 、阪神・淡路大震

災 、 年後 来 外国人 驚 復興 。今

回 広域 、地元 大変 時間

、結果的 、 復興 言 思

。被災地 人 礼儀 素晴 、世界 賞賛 的

。自衛隊 救援活動 非常 献身的 。 、

震度 宮城県栗原市 犠牲者 。新幹線 事故

起 止 。 ー 大変 ー 回

復 。世界 国 。 政治

ー ー 発揮 下 、今回 早 復興 思

。

最後 伺 思 、阪神・淡路

政治 現在 政治 一言 願 。

だけという に い でした しかし へ っ

て に がったら が した のボランティ

アの が ていて い が の たちと んでいました

それを て やはりまちは き るのだと ってほっとしました

カ に くと もようやく き めていました

の は に きかったと います の

に え で いた に して が を から

まで う をした は の で りると

かりました また の の をすると が

を すことになり きに き めていました

は からの も かったし

のときは に た が くほど していました

はとても で も なのでそれより はかかるでしょ

うが には よく したなと われるようになると って

います の たちの は らしいと の の に

なっています などの も に です また

だった の はゼロでした も を

こさずに まりました サプライチェ ンも なスピ ドで

しました でこんな はありません あとは がしっかり

リ ダ シップを して さったら も く できると

います

にそれを おうと っていましたが の

ときの と の について お いします
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○（五百旗頭） 関東大震災 思 『災害

対策全書』 見 、室 先生 書 。相模湾 震

度 ー 型地震 起 、津波 熱海 、館山

。 分後、東京湾北部 震源 震度 直下型

起 、 分後、山梨県 東京都 境 震度 地震

連動 、 衝突 。大 地震 起 、 連動

地震 起 。 大

地震 、 年 貞観地震 、最終的 東海・南海大地震 連動

甚大 被害 同 知

思 。

『災害対策全書』 ー 開 、見事 記述 役 立

情報 掲載 感動 。関東大震災 後、復

興院総裁 後藤新平 、東京 都市復興計画 立案 。

案 、室 先生 的確 書 、

予算 分 減 、昭和大通 都市計画

、小学校 拠点 横 公園 生

知 、感銘 受 。

阪神・淡路 、当時 村山富市首相 人 良 発揮 、

自民党 小里貞利防災担当大臣 「全 任 。責任 自分 取 」

言 、小里大臣 熱意 体当 。 、

野中広務氏 亀井静香氏 、自民党 猛者 取 囲 村山総理

支 上 。社会党 首相 辞 仕事

言 政治家 誰 。官僚機構 、石原信雄氏

、 協力 。大変立派 思 。足

、「復旧以上 」 中央政府 認

のことをチェックしようと い

を たら が いておられました で

のプレ ト が こり は で

でした その を とする の

が こり その と の で の が

し つが しました きな が きると それに

してあちこちで が きることはよくあります このたびの き

な は の で に が

して な をもたらしたのと じシナリオになるかも れない

と いました

はどのペ ジを けても な で に

つ が されていることに しました の

となった は の を しました

その はつぶれましたが が に いておられるように

は の に らされたけれども という が

でき を にその に をつくるということで かされ

たと り を けました

のとき の は の さを して

の に て せる は が る

と い は をみなぎらせて たりしました そして

や など の が り んで

を え げました の が めなければ をしないなど

と う は もいませんでした も のも

と しっかり しました だったと います りなかっ

たのは のことをしてはいけない という の
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識 理論 。

菅直人首相 、私 関 限 非常 立派 対応

。呼 偉 言 、相談 ー

決 申 訳 丁寧 。内容

何 指図 、逆 私 考 方 聞 。 後 忙

時間 縫 会議 来 、 自由 完全

保障 、何 発言 見守 。報告書

受 取 、 真摯 受 止 、最大限大事

。

、政治家 持 味 。菅首相 市民運動

自己 築 方 、官僚組織 全部動員 働

、割 個別的 。 、 重大事態 、

安全保障会議 開 原発問題 対処 考 指示 、

主要閣僚 全員入 、全省 取 組 。 、

。 自分 指導

者 持 味 、悪 、

非難 。

大災害 社会全体 奇襲攻撃 、敗北

。 、誰 悪 言 耐

人間 弱 。不当 悪 言 対象 必 。

菅首相 過度 ー 面 思 。

関東大震災、阪神・淡路大震災、 東日本大震災 比 、

被害 状況 大 差 。阪神・淡路 、復興委

員会委員長 下河辺淳 貝原兵庫県知事 笹山幸俊神戸

市長 復興委員会 ー 、 ～ 人 ー 感

と です

は に する り に に してくれていま

す びつけて そうにものを うのではなく もせずメンバ

を めて し なかったと におっしゃいました について

は も せず に の え を いてくれました その も

しい を って にも てくださって こちらの を に

しながら も せずに ってくださいました を

け ったときにも これを に け め にしたい

とおっしゃいました

ただ にはそれぞれ ち があります は

で を いてきた なので を して かせると

いうより と です また これほどの ですから

を いて への を えるよう すれば

が って あげて り むはずです しかし そ

ういうことはされません つ つを でやろうとするのは

の ち で いことをしているわけではありませんが それを

されています

は が にやられ しているようなもの

です そういうとき かが いと わなければ えられないのが

の さです なまでに く われる は ずトップです

は にそのタ ゲットになっている もあると います

そして を べると

の に きな があります のときには

であった さんが や

を のメンバ にして でスピ ド をもっ

１ １
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て や を されました しかし は がどうなっ

ているかさえ からないところから まっています

そうしたことから スピ ド をもって を カ ほどで

つくるべきだと います そして が

と を の で き わせてくださり な

をつくるだけではなく な をその えていくこ

とも なのではないかと してくださいました きな は

な に する の けです これほど きな

であるがゆえに は をすべきか は をすべきなのかと

いう の けをするという のときとは

ち の う を じられたと っています

は にわたり に にご をいた

だきましてありがとうございました

瓦礫 仮設住宅 処理 。 今回 、現地

分 始 。

、 ー 感 復興構想 月

思 。 貝原理事長 、瀧野欣彌官房副長

官 私 兵庫県 東京事務所 引 合 、長期的 復

興構想 、必要 対処 都度考

必要 助言 。大 課題 、

巨大 悲惨 対 全体 方向付 。 大 複合災害

、国民 何 、政府 何

国民的認識 方向付 、阪神・淡路 持

味 違 仕事 命 思 。

本日 大変長時間 、熱心 討議 参加

。

３
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平成 年度 世紀文明 報告書

発 行 平成 年 月

学術交流 ー
〒
兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通 丁目 番 号
： ：

23 21

23 10

651-0073

078-262-5713 078-262-5122

シンポジウム

センタ

ス パ
ス パ と

ー ー広域災害・
ー ー都市災害 危機管理

編集発行 （公財） 震災記念 世紀研究機構ひょうご 21

１ ５ ２
TEL FAX



（公財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構 
平成２３年度 ２１世紀文明シンポジウム報告書 
（公財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構 
平成２３年度 ２１世紀文明シンポジウム報告書 
（公財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構 
平成２３年度 ２１世紀文明シンポジウム報告書 




